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男女がお互いを尊重し、その人らしく生きる。 
仕事も暮らしも楽しむ。 
そんなあなたを応援する情報誌です。 
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街はすっかり秋色に染まり、過ごしやすい季節と思う方も多
いのではないでしょうか。今号の特集は「結婚」。既婚者の方も、
未婚者の方も、自分らしく生きていくためのスタイルを貫いて
いると感じました。これからも区では、さまざまな生き方を選
択できる社会づくりを目指していきます。 

● 113号の編集を終えて ● 

編　集　後　記 

年齢の幅を感じるメンバーとの顔合わせ、世代間交流を活か
し内容豊かな情報誌を作りたいと思いました。結婚について、
身近な男女の既婚未婚を問わず、さまざまな立場の方から本音
の結婚観を伺いました。不景気、雇用問題が影響し、結婚の難
しさは若い世代の生きにくさにも、つながっていることが伝わ
ります。編集会議を重ね、広い範囲での社会問題を学ぶ充実し
た時間でした。 

（君塚　礼子） 

編集に関わる人が身近におり、場所も近いので軽い気持ちで
参加しました。結婚というテーマについて、何を書けばよいか？
試行錯誤しました。でも、少し踏ん張り、記事を書くことが出
来ました。先生、スタッフの方々のおかげかと思います。今後
もこのような機会があれば、構想から書く内容まで自力で早く
仕上げたいと思います。新宿区の方々が、少しでも記事を見て
くれるとうれしいです。 

（木村　健二） 

続けることでステップアップを目指し、昨年に続き参加しま
した。そのおかげもあり昨年と比較することができました。編
集委員になることによる出会いや経験は、貴重なものであった
と思います。参加の意義について改めて深く考えさせられました。
編集委員の能力や経験、意欲はさまざまなため、限られた時間
で形にする大変さを実感しました。自分の編集にかける時間や
今の能力を知り、課題がみえたことを大切にし、今後につなげ
ていきたいと思います。 

（木村　華苗） 

戦後、結婚は個人のささやかな幸福に関するものとして、天
下国家論の前に軽視されてきました。現在は大学に「婚学講座」
も出現し、政府も社会も個人に注目するようになってきています。
これは個人が集団の束縛から逃れて自由度が非常に高まった社
会になったからです。しかし自分の行動を決定できない「自由
難民」が増えているのも確かです。社会を深く知る良い機会に
なりました。 

（櫻井　計男） 

特集「結婚」については、ありさまも考え方も時代とともに
変わって来ていることを今更ながら知りました。アンケートを
とる中で、若い方たちの考え方に直に触れることができ、新鮮
な感じを受けました。編集委員にならなければこれほど深く考
えたりはしなかったと思います。 
今、身近にある社会問題を、メンバーで話し合ったり、文章
にすることで意識させていただいたように思います。 

（前田　さつき） 

自分自身が結婚するときよりも、結婚について調べて、考え
た数か月。法律婚というものを初めて考えました。たくさんの方々
にお話しいただいた結婚観。想像以上にさまざまな思いや考え
があることを発見。ご協力ありがとうございました。結婚する・
しないに関わらず、じっくり調べて考えると、きっと意外な発
見ができると思います。この冊子がきっかけになればうれしい
です。 

（正木　めぐみ） 

昔からずっと続いていると思っていた今の結婚の形が、長い
歴史の中では新しいものだったというのは驚きでした。委員の
間で意見交換したり、さまざまな境遇の読者を想定していろい
ろな視点から物事を考えていくと、それまで見えなかった違っ
た面が見えてきます。そんなことを経験できるのも編集委員の
醍醐味のひとつだと思います。 

（脇坂　文栄） 

【日　時】 

　平成25年2月16日（土） 

　午後1時30分～4時10分 

【会　場】 

　四谷区民ホール（内藤町87） 

【主な内容（予定）】 

　第1部…ワーク・ライフ・バランス推進優良企業表彰式 

　第2部…登山家・田部井淳子氏（女性世界初の 

　　　　　　　　　　　エベレスト登頂者）による講演 

● 平成24年度男女共同参画フォーラム ● 
「ともに進もう未来へ」 

開催のお知らせ 

● 「新宿区男女共同参画推進会議」 ● 
第5期がスタートしました 

7月27日、第5期男女共同参画推進会議の第1回会議を行い、
区長からの委嘱ののち、委員長に村田晶子氏、副委員長に脇坂明
氏を選出しました。  
委員の皆さんには、これから2年間にわたり「新宿区男女共同

参画推進条例」や「新宿区第二次男女共同参画推進計画（平成
24年度～29年度）」に基づき、区の男女共同参画施策に関する
事項を調査・審議していただくとともに、区の現状や社会の変化
により一層対応できるよう、意見交換等をしていきます。 

第5期 新宿区男女共同参画推進会議委員 

青木　喜夫 （地域団体）  二宮　裕一 （学校） 

井上　匡子 （学識経験者）  信田　理奈 （公募区民） 

植竹　信子 （地域団体）  藤木　紀一郎 （公募区民） 

北川　芳美 （公募区民）  藤沢　薫 （事業者） 

闍田　憲一 （学校） ◎ 村田　晶子 （学識経験者） 

多田　敦子 （地域団体）  山本　誠二 （地域団体） 

只野　純市 （地域団体） ○ 脇坂　明 （学識経験者） 

戸部　正隆 （事業者） 

◎委員長 
○副委員長 
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表紙写真 
ロバート・インディアナ作「LOVE」 
新宿アイランド（西新宿6-5-1）の敷地
内には、「LOVE」のほか、さまざまな
パブリックアートを展示しています。 

田部井淳子 

五十音順・敬称略 
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結婚すると 
独身のときほど 
自分にお金が 
かけられない 
未婚・20代女性 

出会いがないまま 
父親の介護が始まった。 
現状では相手を探す 
のは難しい 
　未婚・40代男性 

共稼ぎでないと 
独身時代の生活水準 
を落とすことになる 
　未婚・30代男性 

いつか結婚したい。 
経済面で無理なので 
転職を考えている 
　未婚・20代男性 

価値観や金銭感覚 
などの違いを乗り越える 
自信がない 
　未婚・30代女性 

結婚すると 
仕事を探しづらい 
　未婚・30代女性 未

婚
化
、
晩
婚
化
が
進
む
中
、
結
婚
は
「
人
生
の
選
択
肢

の
一
つ
」
か
ら
「
し
た
く
て
も
で
き
な
い
？
」
も
の
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変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
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結
婚
も
自
分
ら
し
く
あ
り
た
い
も
の
。 

結
婚
を
め
ぐ
る
女
と
男
の
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら
を

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
探
っ
て
み
ま
し
た
。 

ま
ず
は
、
編
集
委
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が
集
め
た
「
結
婚
に
関
す
る
声
」

を
紹
介
し
ま
す
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特集 

結婚にみる 
女と男 

これまで　 
　  これから 

経済的に不安。 
今でさえ貯金が 
できないのに 
誰かを養うなんて 
考えられない 
　未婚・20代男性 

 

仕事を続けたいので 
家庭と仕事の両立が 
不安 
　　未婚・30代女性 

 

転職や独立などの際 
独り身なら決断も楽。 
結婚したらしづらくなる 
　未婚・20代男性 

 

一生のパートナーは 
本当にこの人でいいのか。 
年をとるごとに 
慎重になる 
　　未婚・20代男性 

 

老後一人では 
寂しいなどの理由で 
結婚している人も 
多いのでは？ 
　既婚・30代女性 

パラサイト・シングルや 
親に依存している若者 
が多い 
　　既婚・60代女性 

自分のしたい 
ことが見つかり 
仕事中心に生きて 
いきたい 
未婚・30代女性 

話し合える 
相手を得て 
一人で悩まないで 
済むようになった 
　既婚・40代男性 

違う価値観の人と 
暮らす喜びがある 
　未婚・20代男性 

病気になったとき 
お互いが一番 
頼りになるだろう 
　既婚・70代男性 

 

戸籍よりも 
気持ちが大事と 
事実婚を選んだ 
　既婚・40代女性 

女性が生活力をつけて 
自立してきたので 
結婚しなくても 
よくなったのだと思う 
　　既婚・60代女性 
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が多い 
　　既婚・60代女性 

自分のしたい 
ことが見つかり 
仕事中心に生きて 
いきたい 
未婚・30代女性 

話し合える 
相手を得て 
一人で悩まないで 
済むようになった 
　既婚・40代男性 

違う価値観の人と 
暮らす喜びがある 
　未婚・20代男性 

病気になったとき 
お互いが一番 
頼りになるだろう 
　既婚・70代男性 

 

戸籍よりも 
気持ちが大事と 
事実婚を選んだ 
　既婚・40代女性 

女性が生活力をつけて 
自立してきたので 
結婚しなくても 
よくなったのだと思う 
　　既婚・60代女性 

結
婚
は
 

　
　
不
自
由
？
 

特集 

結婚にみる 
女と男 

これまで　 
　  これから 

結
婚
い
ま
む
か
し 

【古代】 

古
代
に 

　
お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
!?
 

本
来
「
結
婚
」
と
は
夫
婦
に
な

る
こ
と
。 

そ
の
意
味
合
い
は
時
代
に
よ
っ

て
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
男
女
の
役

割
や
関
係
も
現
代
と
は
異
な
り
、 

女
性
の
経
済
力
に
よ
っ
て
も 

大
き
く
変
わ
る
も
の
で
し
た
。 

　
古
代
で
は
、
い
わ
ば
恋
愛
が
結
婚
で

し
た
。
奈
良
時
代
に
は
、
男
女
が
集
ま

り
、
歌
を
詠
み
あ
い
、
恋
愛
相
手
を
探

す
「
歌
垣
」
と
い
う
民
俗
行
事
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
今
で
い
う
お
見
合

い
パ
ー
テ
ィ
ー
で
す
。
男
女
ど
ち
ら
か

ら
求
婚
し
て
も
よ
く
、
恋
人
同
士
に
な

る
と
、
夜
、
相
手
の
家
へ
通
い
夫
婦
と

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
結
婚
を
「
妻

問
婚
」
と
い
い
、
夫
婦
は
同
居
せ
ず
、

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、
母
親
の
家
族

や
村
の
中
で
共
同
で
育
て
て
い
ま
し
た
。

自
由
恋
愛
に
よ
る
結
婚
な
の
で
、
離
婚

も
再
婚
も
可
能
で
し
た
。 

　
古
代
の
こ
う
し
た
対
等
で
ゆ
る
や
か

な
結
婚
生
活
を
可
能
に
し
た
の
が
、
女

性
の
経
済
力
で
す
。
当
時
の
女
性
は
布

や
絹
を
つ
く
る
仕
事
を
持
っ
て
お
り
、

た
と
え
離
婚
し
て
も
、
子
ど
も
を
養
っ

て
い
け
る
だ
け
の
基
盤
が
あ
っ
た
の
で

す
。 

　
妻
が
夫
の
家
に
迎
え
ら
れ
一
緒
に
暮

ら
す
「
嫁
入
婚
」
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

互
い
に
「
縁
友
」
と
呼
び
合
う
深
い
結

び
付
き
が
生
ま
れ
る
一
方
、
夫
が
闘
い

所
領
を
得
て
力
を
持
つ
と
、
夫
は
妻
を

養
う
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
ま
し
た
。 

武
士
の
時
代
に
な
る
に
従
い
、
家
父
長

制
の
も
と
、「
家
」
の
存
在
が
重
要
視

さ
れ
ま
す
。
武
家
で
は
嫁
入
婚
が
私
権

闘
争
の
手
段
と
な
り
ま
し
た
。 

　
庶
民
に
も
土
地
を
私
有
す
る
人
が
み

ら
れ
、
家
を
持
ち
夫
婦
で
暮
ら
す
よ
う

に
な
る
と
、
家
族
の
結
び
付
き
が
強
く

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
多
く
の
庶
民
は

従
者
や
下
人
と
し
て
暮
ら
し
て
お
り
、

結
婚
し
て
も
家
族
と
暮
ら
せ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。 

　
貴
族
の
中
に
は
女
官
と
し
て
活
躍
す

る
女
性
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
貴
族

が
政
治
的
権
力
と
結
び
付
く
と
、
役
職

を
失
い
ま
す
。
古
代
で
は
対
等
だ
っ
た

結
婚
も
男
性
優
位
に
な
り
、
女
性
の
父

が
結
婚
を
決
め
る
婿
取
婚
へ
。
女
性
が

地
位
や
収
入
を
得
る
に
は
、『
蜻
蛉
日
記
』

の
著
者
・
藤
原
道
綱
母
の
よ
う
に
、
位

の
高
い
男
性
と
結
婚
す
る
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
も
貴
族
は
一
夫
多

妻
、
婿
取
婚
で
も
夫
が
夜
だ
け
通
う
場

合
が
多
く
、
日
記
に
は
夫
を
待
つ
妻
の

苦
悩
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。 

◆奈良時代 

【中世】 

私
の
夫
は
天
下
人 

　
男
性
優
位
の
婿
取
婚 

◆平安時代 
夫
婦
は
「
縁
友
」 

　
嫁
入
婚
の
始
ま
り 

◆鎌倉時代 

し
た
く
て
も
、 

　
　
　
で
き
な
い
？
 

パ
ー
ト
ナ
ー
が
 

　
　
　
い
て
こ
そ
！
 

自
立
と
結
婚
 

え
ん
と
も 
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特集 

結婚にみる 
女と男 

これまで　 
　  これから 

時間も経済的にも 
自由がなく不安もあった。 
二人三脚でやれる相手が 
現れたら迷わず結婚に 
挑戦してほしい 
　　既婚・40代男性 

一回は結婚して 
みたらいいと思う。 
つらいこともあるけれど 
しないほうがよかった 
とは思わない 
　既婚・50代女性 

適齢期を過ぎても 
いい人と巡り合う 
ことはある。 
焦らず探せばいい 
と思う 
　既婚・70代男性 

 

昔ほど 
結婚しなくても 
後ろ指さされる 
ことがない。 
する必要 
あるのかな？ 
未婚・40代女性 

それぞれの得意分野で 
仕事の分担ができ 
自由になった 
　　既婚・70代男性 

不自由、責任、面倒くさい 
こともある。 
でも、そういうことを受け入れて 
一緒に歩んでいくから 
家族になれる 
　　　既婚・30代女性 

結婚できない人は 
冷ややかな目で 
見られる 
　未婚・30代女性 

家と家の問題、 
異なる文化を持つ 
家族が一緒になり 
衝突が心配 
　未婚・30代女性 

 

夫の姓を 
名乗ることに抵抗感が。 
お墓の問題や家制度 
から逃れられない 
　　既婚・50代女性 

 

結婚したら勝ち 
結婚しなかったら 
負けのような 
風潮に違和感 
既婚・40代女性 

結婚していることで 
この人は問題ない人 
と見られる 
居心地の良さはある 
　既婚・40代女性 

そもそも他人なので 
距離感を大事に 
暮らしている 
　　既婚・40代男性 

前
向
き
に
 

　
　
　
考
え
て
！
 

世
間
の
目
、 

　
　
　
し
き
た
り
 結

婚
し
て
 

　
　
実
感
！
 

　
明
治
31
年
、
民
法
の
施
行
で
結
婚
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
家
制
度
の
強

化
が
国
家
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
、

「
婚
姻
制
度
」
の
も
と
結
婚
や
家
族
の

あ
り
方
が
定
め
ら
れ
た
の
で
す
。 

　
家
長
権
は
戸
主
（
夫
）
に
あ
り
、
長

男
は
財
産
を
継
承
し
妻
子
や
老
親
を
養

う
こ
と
、
妻
が
夫
の
家
に
入
り
夫
の
姓

を
名
乗
る
こ
と
、
妻
の
財
産
は
夫
の
管

理
下
に
置
く
こ
と
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
重
婚
を
禁
じ
一
夫
一
婦
制
に
な

っ
た
も
の
の
、
姦
通
に
よ
る
離
婚
は
妻

の
み
理
由
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
ほ
か
、
戸
籍
も
国
に
よ
り
管
理

さ
れ
ま
し
た
。 

　
夫
に
従
い
、
家
を
守
り
、
子
ど
も
を

育
て
る
「
良
妻
賢
母
」
教
育
が
行
わ
れ
、

女
性
た
ち
は
経
済
力
を
失
い
ま
す
。
民

法
施
行
後
、
離
婚
率
が
下
が
っ
た
の
も
、

そ
の
影
響
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
そ
も
そ
も
日
本
で
は
恋
愛
と
結
婚
は

個
別
の
も
の
で
、
結
婚
は
家
制
度
と
結

び
付
い
て
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
結

婚
は
お
見
合
い
や
紹
介
が
前
提
で
、
明

治
末
期
に
は
結
婚
相
談
所
が
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
登
場
し
ま
す
。
男
性
へ
の
第
一

条
件
は
将
来
性
で
し
た
。
女
性
に
自
立

と
い
う
選
択
肢
が
な
か
っ
た
時
代
、
結

婚
相
手
に
よ
っ
て
今
後
の
人
生
が
決
ま

る
と
考
え
る
傾
向
は
、
現
代
よ
り
も
高

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

【近代】 

結
婚
は
慣
習
か
ら
制
度
へ 

◆明治・大正時代 
結
婚
は
お
見
合
い
で
　 

　
家
父
長
制
が
確
立
し
た
江
戸
時
代
、

結
婚
は
家
を
受
け
継
ぐ
た
め
の
も
の
と

な
り
、
妻
は
家
長
の
夫
に
従
う
と
い
う

考
え
が
浸
透
し
ま
す
。
寺
子
屋
で
は
女

性
に
「
父
の
家
に
あ
り
て
は
、
父
に
し

た
が
ひ
、
夫
の
家
に
ゆ
き
て
は
夫
に
し

た
が
ひ
、
夫
死
し
て
は
子
に
し
た
が
ふ
」

と
い
う
儒
教
の
「
三
従
の
教
え
」
が
説

か
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
と
は
い
え
下
級
武
士
や
町
民
、
農
民

の
間
で
は
、
夫
婦
が
対
等
で
な
け
れ
ば

家
業
が
成
り
立
た
た
ず
、
夫
も
家
事
・

育
児
を
と
も
に
担
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

　
女
性
は
結
婚
だ
け
で
な
く
、
離
婚
も

男
性
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
後
半
に
な

る
と
、
離
婚
や
再
婚
は
案
外
簡
単
だ
っ

た
よ
う
で
す
。 

　
当
時
の
離
縁
状
「
三
く
だ
り
半
」
は
、

妻
が
要
求
す
る
こ
と
も
で
き
、「
今
後

誰
と
再
婚
し
て
も
構
わ
な
い
」
と
ま
で

書
い
て
あ
る
の
で
す
。
縁
切
り
寺
に
駆

け
込
む
こ
と
も
で
き
、
夫
が
追
い
か
け

て
き
て
も
、
妻
が
身
に
着
け
て
い
た
草

履
を
寺
に
投
げ
入
れ
れ
ば
、
夫
は
手
が

出
せ
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
商
売
・
農
業
・
養
蚕
な
ど
で
女
性
は

貴
重
な
労
働
力
で
あ
り
、
古
代
同
様
、

経
済
的
に
自
立
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
可

能
だ
っ
た
の
で
す
。 

【近世】 

結
婚
は
「
家
」
の
た
め 

　
嫁
し
て
は
夫
に
し
た
が
い
… 

 ◆江戸時代 
経
済
力
が
あ
れ
ば
こ
そ 

 

草
履
が
入
れ
ば
離
婚
成
立
!? 

 

データに見る独身男女の「結婚観」 
国立社会保障・人口問題研究所 
「第14回出生動向調査（独身者調査）」（平成23年）より 

結
婚
す
る
と 

子
ど
も
や
家
族
が
も
て
る 

 

適
当
な
相
手
に 

め
ぐ
り
会
わ
な
い 

結
婚
の
条
件
は 

「
人
柄
」「
家
事
の
能
力
」 

   

　
独
身
男
女
に
結
婚
す
る
こ
と
の
具
体
的

な
利
点
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
男
女
と
も
に

割
合
が
高
か
っ
た
の
は
「
子
ど
も
や
家
族

を
も
て
る
」（
女
性
47
・
７
％
、
男
性
33

・
６
％
）、
次
い
で
「
精
神
的
安
ら
ぎ
の

場
が
得
ら
れ
る
」（
女
性
29
・
７
％
、
男

性
32
・
３
％
）
で
し
た
。 

                    

   

　
一
方
、
25
歳
〜
34
歳
の
独
身
男
女
に
、

独
身
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
理
由
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
男
女
と
も
に
高
か
っ
た
の
は
「
適

当
な
相
手
に
め
ぐ
り
会
わ
な
い
」（
女
性

51
・
３
％
、
男
性
46
・
２
％
）
で
し
た
。

ま
た
、
女
性
よ
り
男
性
が
高
か
っ
た
の
は

「
結
婚
資
金
が
足
り
な
い
」（
30
・
３
％
）

で
し
た
。 

                   

   

　
さ
ら
に
、
結
婚
相
手
に
求
め
る
条
件
と

し
て
、
男
女
と
も
に
重
視
・
考
慮
す
る
割

合
が
高
か
っ
た
の
は
「
人
柄
」（
女
性
98
・

２
％
、
男
性
95
・
１
％
）、
次
い
で
「
家

事
の
能
力
」（
女
性
96
・
４
％
、
男
性
93

・
１
％
）、「
仕
事
へ
の
理
解
」（
女
性
92
・

７
％
、
男
性
89
・
０
％
）
で
し
た
。
ま
た
、

女
性
よ
り
男
性
が
高
か
っ
た
の
は
「
容
姿
」

（
82
・
４
％
）
で
、
男
性
よ
り
女
性
が
高

か
っ
た
の
は
「
経
済
力
」（
93
・
９
％
）、「
職

業
」（
85
・
８
％
）
で
し
た
。 

か 

注
…
18
歳
〜
34
歳
未
婚
者
の
う
ち
何
％
の
人
が 

　
　
各
項
目
を
主
要
な
結
婚
の
利
点
（
２
つ
ま 

　
　
で
選
択
）
と
し
て
考
え
て
い
る
か
を
示
す
。 

 

ま
だ
若
す
ぎ
る 

ま
だ
必
要
性
を 

感
じ
な
い 

仕
事
（
学
業
）
に 

う
ち
こ
み
た
い 

趣
味
や
娯
楽
を 

楽
し
み
た
い 

自
由
さ
や
気
楽
さ 

を
失
い
た
く
な
い 

適
当
な
相
手
に 

め
ぐ
り
会
わ
な
い 

異
性
と
う
ま
く 

つ
き
あ
え
な
い 

結
婚
資
金
が 

足
り
な
い 

住
居
の
め
ど
が 

た
た
な
い 

親
や
周
囲
が 

同
意
し
な
い 

人柄 

結婚しない理由 結婚できない理由 

経済力 

職業 

容姿 

学歴 

家事の能力 

仕事への理解 

共通の趣味 

子
ど
も
や
家
族 

を
も
て
る 

精
神
的
安
ら
ぎ
の 

場
が
得
ら
れ
る 

親
や
周
囲
の
期
待 

に
応
え
ら
れ
る 

 

愛
情
を
感
じ
て
い
る 

人
と
暮
ら
せ
る 

社
会
的
信
用
や
対
等 

な
関
係
が
得
ら
れ
る 

親
か
ら
独
立
で
き
る 

経
済
的
余
裕
が 

も
て
る 

生
活
上
便
利
に
な
る 

性
的
な
充
足
が 

得
ら
れ
る 

注
…
25
歳
〜
34
歳
未
婚
者
の
う
ち
何
％ 

　
　
の
人
が
各
項
目
を
独
身
に
と
ど
ま 

　
　
っ
て
い
る
理
由
（
３
つ
ま
で
選
択
） 

　
　
と
し
て
挙
げ
て
い
る
か
を
示
す
。 

注
…
対
象
は
「
い
ず
れ
結
婚
す
る
つ
も
り
」 

　
　
と
答
え
た
18
歳
〜
34
歳
未
婚
者
。 
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結婚にみる 
女と男 

これまで　 
　  これから 

時間も経済的にも 
自由がなく不安もあった。 
二人三脚でやれる相手が 
現れたら迷わず結婚に 
挑戦してほしい 
　　既婚・40代男性 

一回は結婚して 
みたらいいと思う。 
つらいこともあるけれど 
しないほうがよかった 
とは思わない 
　既婚・50代女性 

適齢期を過ぎても 
いい人と巡り合う 
ことはある。 
焦らず探せばいい 
と思う 
　既婚・70代男性 

 

昔ほど 
結婚しなくても 
後ろ指さされる 
ことがない。 
する必要 
あるのかな？ 
未婚・40代女性 

それぞれの得意分野で 
仕事の分担ができ 
自由になった 
　　既婚・70代男性 

不自由、責任、面倒くさい 
こともある。 
でも、そういうことを受け入れて 
一緒に歩んでいくから 
家族になれる 
　　　既婚・30代女性 

結婚できない人は 
冷ややかな目で 
見られる 
　未婚・30代女性 

家と家の問題、 
異なる文化を持つ 
家族が一緒になり 
衝突が心配 
　未婚・30代女性 

 

夫の姓を 
名乗ることに抵抗感が。 
お墓の問題や家制度 
から逃れられない 
　　既婚・50代女性 

 

結婚したら勝ち 
結婚しなかったら 
負けのような 
風潮に違和感 
既婚・40代女性 

結婚していることで 
この人は問題ない人 
と見られる 
居心地の良さはある 
　既婚・40代女性 

そもそも他人なので 
距離感を大事に 
暮らしている 
　　既婚・40代男性 

前
向
き
に
 

　
　
　
考
え
て
！
 

世
間
の
目
、 

　
　
　
し
き
た
り
 結

婚
し
て
 

　
　
実
感
！
 

　
明
治
31
年
、
民
法
の
施
行
で
結
婚
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
家
制
度
の
強

化
が
国
家
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
さ
れ
、

「
婚
姻
制
度
」
の
も
と
結
婚
や
家
族
の

あ
り
方
が
定
め
ら
れ
た
の
で
す
。 

　
家
長
権
は
戸
主
（
夫
）
に
あ
り
、
長

男
は
財
産
を
継
承
し
妻
子
や
老
親
を
養

う
こ
と
、
妻
が
夫
の
家
に
入
り
夫
の
姓

を
名
乗
る
こ
と
、
妻
の
財
産
は
夫
の
管

理
下
に
置
く
こ
と
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
重
婚
を
禁
じ
一
夫
一
婦
制
に
な

っ
た
も
の
の
、
姦
通
に
よ
る
離
婚
は
妻

の
み
理
由
と
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
ほ
か
、
戸
籍
も
国
に
よ
り
管
理

さ
れ
ま
し
た
。 

　
夫
に
従
い
、
家
を
守
り
、
子
ど
も
を

育
て
る
「
良
妻
賢
母
」
教
育
が
行
わ
れ
、

女
性
た
ち
は
経
済
力
を
失
い
ま
す
。
民

法
施
行
後
、
離
婚
率
が
下
が
っ
た
の
も
、

そ
の
影
響
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
そ
も
そ
も
日
本
で
は
恋
愛
と
結
婚
は

個
別
の
も
の
で
、
結
婚
は
家
制
度
と
結

び
付
い
て
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
結

婚
は
お
見
合
い
や
紹
介
が
前
提
で
、
明

治
末
期
に
は
結
婚
相
談
所
が
ビ
ジ
ネ
ス

と
し
て
登
場
し
ま
す
。
男
性
へ
の
第
一

条
件
は
将
来
性
で
し
た
。
女
性
に
自
立

と
い
う
選
択
肢
が
な
か
っ
た
時
代
、
結

婚
相
手
に
よ
っ
て
今
後
の
人
生
が
決
ま

る
と
考
え
る
傾
向
は
、
現
代
よ
り
も
高

か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

【近代】 

結
婚
は
慣
習
か
ら
制
度
へ 

◆明治・大正時代 
結
婚
は
お
見
合
い
で
　 

　
家
父
長
制
が
確
立
し
た
江
戸
時
代
、

結
婚
は
家
を
受
け
継
ぐ
た
め
の
も
の
と

な
り
、
妻
は
家
長
の
夫
に
従
う
と
い
う

考
え
が
浸
透
し
ま
す
。
寺
子
屋
で
は
女

性
に
「
父
の
家
に
あ
り
て
は
、
父
に
し

た
が
ひ
、
夫
の
家
に
ゆ
き
て
は
夫
に
し

た
が
ひ
、
夫
死
し
て
は
子
に
し
た
が
ふ
」

と
い
う
儒
教
の
「
三
従
の
教
え
」
が
説

か
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
と
は
い
え
下
級
武
士
や
町
民
、
農
民

の
間
で
は
、
夫
婦
が
対
等
で
な
け
れ
ば

家
業
が
成
り
立
た
た
ず
、
夫
も
家
事
・

育
児
を
と
も
に
担
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

　
女
性
は
結
婚
だ
け
で
な
く
、
離
婚
も

男
性
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
江
戸
時
代
後
半
に
な

る
と
、
離
婚
や
再
婚
は
案
外
簡
単
だ
っ

た
よ
う
で
す
。 

　
当
時
の
離
縁
状
「
三
く
だ
り
半
」
は
、

妻
が
要
求
す
る
こ
と
も
で
き
、「
今
後

誰
と
再
婚
し
て
も
構
わ
な
い
」
と
ま
で

書
い
て
あ
る
の
で
す
。
縁
切
り
寺
に
駆

け
込
む
こ
と
も
で
き
、
夫
が
追
い
か
け

て
き
て
も
、
妻
が
身
に
着
け
て
い
た
草

履
を
寺
に
投
げ
入
れ
れ
ば
、
夫
は
手
が

出
せ
な
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。 

　
商
売
・
農
業
・
養
蚕
な
ど
で
女
性
は

貴
重
な
労
働
力
で
あ
り
、
古
代
同
様
、

経
済
的
に
自
立
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
可

能
だ
っ
た
の
で
す
。 

【近世】 

結
婚
は
「
家
」
の
た
め 

　
嫁
し
て
は
夫
に
し
た
が
い
… 

 ◆江戸時代 
経
済
力
が
あ
れ
ば
こ
そ 

 

草
履
が
入
れ
ば
離
婚
成
立
!? 

 

データに見る独身男女の「結婚観」 
国立社会保障・人口問題研究所 
「第14回出生動向調査（独身者調査）」（平成23年）より 

結
婚
す
る
と 

子
ど
も
や
家
族
が
も
て
る 

 

適
当
な
相
手
に 

め
ぐ
り
会
わ
な
い 

結
婚
の
条
件
は 

「
人
柄
」「
家
事
の
能
力
」 

   

　
独
身
男
女
に
結
婚
す
る
こ
と
の
具
体
的

な
利
点
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、
男
女
と
も
に

割
合
が
高
か
っ
た
の
は
「
子
ど
も
や
家
族

を
も
て
る
」（
女
性
47
・
７
％
、
男
性
33

・
６
％
）、
次
い
で
「
精
神
的
安
ら
ぎ
の

場
が
得
ら
れ
る
」（
女
性
29
・
７
％
、
男

性
32
・
３
％
）
で
し
た
。 

                    

   

　
一
方
、
25
歳
〜
34
歳
の
独
身
男
女
に
、

独
身
で
と
ど
ま
っ
て
い
る
理
由
を
聞
い
た

と
こ
ろ
、
男
女
と
も
に
高
か
っ
た
の
は
「
適

当
な
相
手
に
め
ぐ
り
会
わ
な
い
」（
女
性

51
・
３
％
、
男
性
46
・
２
％
）
で
し
た
。

ま
た
、
女
性
よ
り
男
性
が
高
か
っ
た
の
は

「
結
婚
資
金
が
足
り
な
い
」（
30
・
３
％
）

で
し
た
。 

                   

   

　
さ
ら
に
、
結
婚
相
手
に
求
め
る
条
件
と

し
て
、
男
女
と
も
に
重
視
・
考
慮
す
る
割

合
が
高
か
っ
た
の
は
「
人
柄
」（
女
性
98
・

２
％
、
男
性
95
・
１
％
）、
次
い
で
「
家

事
の
能
力
」（
女
性
96
・
４
％
、
男
性
93

・
１
％
）、「
仕
事
へ
の
理
解
」（
女
性
92
・

７
％
、
男
性
89
・
０
％
）
で
し
た
。
ま
た
、

女
性
よ
り
男
性
が
高
か
っ
た
の
は
「
容
姿
」

（
82
・
４
％
）
で
、
男
性
よ
り
女
性
が
高

か
っ
た
の
は
「
経
済
力
」（
93
・
９
％
）、「
職

業
」（
85
・
８
％
）
で
し
た
。 

か 

注
…
18
歳
〜
34
歳
未
婚
者
の
う
ち
何
％
の
人
が 

　
　
各
項
目
を
主
要
な
結
婚
の
利
点
（
２
つ
ま 

　
　
で
選
択
）
と
し
て
考
え
て
い
る
か
を
示
す
。 

 

ま
だ
若
す
ぎ
る 

ま
だ
必
要
性
を 

感
じ
な
い 

仕
事
（
学
業
）
に 

う
ち
こ
み
た
い 

趣
味
や
娯
楽
を 

楽
し
み
た
い 

自
由
さ
や
気
楽
さ 

を
失
い
た
く
な
い 

適
当
な
相
手
に 

め
ぐ
り
会
わ
な
い 

異
性
と
う
ま
く 

つ
き
あ
え
な
い 

結
婚
資
金
が 

足
り
な
い 

住
居
の
め
ど
が 

た
た
な
い 

親
や
周
囲
が 

同
意
し
な
い 

人柄 

結婚しない理由 結婚できない理由 

経済力 

職業 

容姿 

学歴 

家事の能力 

仕事への理解 

共通の趣味 

子
ど
も
や
家
族 

を
も
て
る 

精
神
的
安
ら
ぎ
の 

場
が
得
ら
れ
る 

親
や
周
囲
の
期
待 

に
応
え
ら
れ
る 

 

愛
情
を
感
じ
て
い
る 

人
と
暮
ら
せ
る 

社
会
的
信
用
や
対
等 

な
関
係
が
得
ら
れ
る 

親
か
ら
独
立
で
き
る 

経
済
的
余
裕
が 

も
て
る 

生
活
上
便
利
に
な
る 

性
的
な
充
足
が 

得
ら
れ
る 

注
…
25
歳
〜
34
歳
未
婚
者
の
う
ち
何
％ 

　
　
の
人
が
各
項
目
を
独
身
に
と
ど
ま 

　
　
っ
て
い
る
理
由
（
３
つ
ま
で
選
択
） 

　
　
と
し
て
挙
げ
て
い
る
か
を
示
す
。 

注
…
対
象
は
「
い
ず
れ
結
婚
す
る
つ
も
り
」 

　
　
と
答
え
た
18
歳
〜
34
歳
未
婚
者
。 
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結婚 
   事情 

若 
 者 

   

　
今
回
い
た
だ
い
た
テ
ー
マ
は
「
若
者
は
な

ぜ
結
婚
し
な
い
の
か
」
で
し
た
。
実
は
、
結

婚
し
な
い
の
は
若
者
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
涯
未
婚
率
が
示
す
よ
う
に
50
歳
ま
で
に
結

婚
し
な
い
人
が
１
割
に
の
ぼ
り
、
も
は
や
結

婚
し
な
い
の
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
も
若
者
で

も
な
い
の
で
す
。 

　
結
婚
適
齢
期
に
多
く
の
人
が
結
婚
し
専
業

主
婦
率
が
高
か
っ
た
１
９
７
０
年
代
か
ら
８

０
年
代
前
半
ま
で
は
、
結
婚
は
当
然
す
る
も

の
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
結

婚
は
大
人
へ
の
通
過
儀
礼
と
し
て
の
意
味
も

持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
出
生
動
向
基
本
調

査
」
に
よ
る
と
独
身
者
の
「
い
ず
れ
結
婚
す

る
つ
も
り
」
と
い
う
回
答
は
緩
や
か
に
低
下

し
、
１
９
９
７
年
か
ら
90
％
以
下
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
婚
姻
率
の
低
下
は
欧
米
で
も
見
ら
れ
ま
す

が
、
従
来
の
法
律
婚
の
違
う
形
態
と
し
て
、

事
実
婚
（
同
棲
婚
）
が
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
で
そ
の
よ
う
な
兆
し
は
あ
り

ま
せ
ん
。
譛
こ
ど
も
未
来
財
団
「
若
者
の
家

族
形
成
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、
未
婚
者
の

う
ち
こ
れ
ま
で
に
異
性
と
交
際
経
験
が
な
い

の
は
男
性
で
27
％
、
女
性
で
17
％
に
の
ぼ
る

の
で
す
。
選
好
と
し
て
の
結
婚
、
あ
る
い
は

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
の
結
婚
、
つ
ま
り

結
婚
が
選
択
肢
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
傾
向

が
強
ま
る
一
方
、
未
婚
者
は
パ
ー
ト
ナ
ー
不

在
の
状
況
に
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
選
択

肢
を
全
て
の
人
が
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
は
配
慮
が
必
要
で
す
。 

    

　
未
婚
化
の
要
因
の
一
つ
は
、
自
分
で
結
婚

相
手
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
対
人
関
係
の
能
力
の
必
要
性
が
増

し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
結
婚
が
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る

と
、
結
婚
す
る
に
は
理
由
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
結
婚
適
齢
期
が
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
現
在
、

年
齢
の
上
で
「
そ
ろ
そ
ろ
結
婚
」
と
い
う
の

は
理
由
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
中
で
、
妊
娠
は
結
婚
の
大
き
な

理
由
と
な
っ
て
当
然
で
す
が
、
望
ま
し
い
の

は
「
結
婚
し
た
い
相
手
」
に
出
会
う
こ
と
で

す
。
譛
こ
ど
も
未
来
財
団
の
調
査
で
は
、
未

婚
者
が
結
婚
に
踏
み
切
ら
な
い
理
由
と
し
て
、

「
結
婚
し
た
い
人
に
巡
り
合
わ
な
い
」
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
の
結
婚
生
活
は
、
夫
婦
の
働
き
方
、

子
ど
も
を
何
人
持
つ
の
か
、
子
ど
も
を
ど
の

よ
う
に
育
て
る
の
か
、
仕
事
中
心
な
の
か
、

家
庭
中
心
な
の
か
、
資
産
を
何
に
多
く
使
う

の
か
な
ど
と
て
も
多
様
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

を
若
者
は
熟
知
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
相
手

と
協
調
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
結
婚
前
か
ら

知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
よ
り
良
い
結
婚
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は
、

結
婚
後
に
両
者
が
協
調
す
る
努
力
も
必
要
で

す
。
し
か
し
、
多
様
な
結
婚
生
活
だ
か
ら
こ

そ
、
妥
協
せ
ず
、
自
分
に
と
っ
て
良
い
相
手

を
探
す
こ
と
が
大
切
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
結
婚
相
手
に
巡
り
合
う
た

め
の
仕
組
み
や
理
由
が
失
わ
れ
た
こ
と
、
結

婚
相
手
へ
の
期
待
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
が
っ
た

こ
と
が
、
若
者
か
ら
結
婚
を
遠
ざ
け
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

    

　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
東
日
本
大
震
災
後
、

結
婚
情
報
紹
介
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
入
会
者
・

結
婚
相
談
や
、
成
婚
者
が
急
増
し
、
百
貨
店

に
お
い
て
も
婚
約
指
輪
の
売
上
げ
が
伸
び
た

そ
う
で
す
。
震
災
後
は
余
震
や
原
発
の
恐
怖

と
い
う
未
曾
有
の
災
害
・
事
態
に
さ
ら
さ
れ
、

不
安
や
孤
独
感
か
ら
他
者
と
の
安
定
的
な
関

係
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
困
難
な
事
態
に
共
同
し
て
向
き
合
っ

た
こ
と
が
連
帯
感
を
強
め
、
家
族
を
形
成
さ

せ
る
契
機
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
震
災
か
ら
１
年
半
以
上
が
過
ぎ
、
社
会
情

勢
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
現

在
推
計
さ
れ
て
い
る
生
涯
未
婚
率
の
高
い
社

会
と
な
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

　
結
婚
の
た
め
の
出
会
い
の
機
会
を
増
や
す

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
結

婚
に
限
ら
ず
友
人
関
係
を
含
め
た
豊
か
な
人

間
関
係
を
生
み
出
す
社
会
と
な
る
こ
と
が
望

ま
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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女と男 

これまで　 
　  これから 

　
戦
後
、
日
本
国
憲
法
が
公
布
。「
婚

姻
は
、
両
性
の
合
意
の
み
に
基
づ
い
て

成
立
し
、
夫
婦
は
同
等
の
権
利
を
有
す

る
」（
第
24
条
）
と
さ
れ
、
結
婚
は
「
家
」

を
基
本
と
す
る
も
の
か
ら
、「
個
」
を

基
本
と
す
る
男
女
平
等
な
も
の
と
さ
れ

ま
し
た
。 

　
本
人
の
意
思
で
自
由
に
結
婚
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
結
婚
観
も
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
恋
愛
結
婚
が
増
え
、
昭
和

40
年
代
に
は
お
見
合
い
を
上
回
り
ま
す
。

男
女
と
も
に
早
婚
と
な
り
、
昭
和
47
年

に
は
平
均
初
婚
年
齢
は
男
性
26
・
７
歳
、

女
性
24
・
２
歳
と
戦
後
最
年
少
を
記
録

し
ま
し
た
。 

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
以
降
、

女
性
の
社
会
進
出
が
加
速
し
、
経
済
的

に
自
立
す
る
女
性
が
増
え
ま
し
た
。
同

時
に
未
婚
率
も
上
昇
し
、
晩
婚
化
も
進

み
ま
し
た
。
一
方
、
バ
ブ
ル
経
済
が
破

綻
し
、
経
済
不
況
が
広
が
る
と
と
も
に
、

派
遣
や
嘱
託
な
ど
不
安
定
な
雇
用
で
働

く
男
性
が
増
え
、
男
性
一
人
の
経
済
力

で
一
家
を
養
う
こ
と
が
難
し
い
時
代
と

な
り
ま
し
た
。 

　
結
婚
に
縛
ら
れ
て
い
た
時
代
か
ら
変

わ
り
、
結
婚
は
人
生
の
選
択
肢
の
一
つ

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
男
女
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
、

結
婚
は
「
し
た
い
と
思
っ
て
も
難
し
い
」

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

【現代】 

結
婚
す
る
な
ら
恋
愛
相
手
と 

◆昭和 ◆平成 
結
婚
難
の
時
代 

  

　
今
回
の
取
材
を
通
し
て
、
未
婚
者
で
目

立
っ
た
の
は
、
結
婚
へ
の
不
安
や
戸
惑
い

で
し
た
。
特
に
男
性
で
は
、
結
婚
は
し
た

い
が
「
経
済
的
に
難
し
い
」
と
い
う
意
見

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
女
性
で
は
結
婚

後
の
「
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
」
に
不
安

が
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
既
婚
者
で
は
、
結
婚
は
「
不
自
由
な
こ

と
、
大
変
な
こ
と
」
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
暮
ら
す
意
義
」
を

感
じ
て
い
て
、
結
婚
を
前
向
き
に
考
え
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
目
立
ち
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
し
き
た
り
」
や
「
結
婚
制
度
」

に
違
和
感
が
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。 

  

　
未
婚
化
が
加
速
し
た
の
は
昭
和
50
年

以
降
で
、
平
成
22
年
の
未
婚
率
は
、「
25

歳
〜
29
歳
」
で
、
男
性
が
約
７
割
、
女

性
が
約
６
割
、「
30
歳
〜
34
歳
」
で
は

男
性
が
約
５
割
、
女
性
が
約
３
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
平
成
23
年
に
未
婚

者
（
18
歳
〜
34
歳
）
を
対
象
に
行
っ
た

全
国
調
査
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
「
出
生
動
向
基
本
調
査
」）
に
よ

る
と
、「
い
ず
れ
結
婚
す
る
つ
も
り
」
と

考
え
る
割
合
は
、
男
性
が
約
８
割
、
女
性

が
約
９
割
と
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。 

　
結
婚
は
人
生
の
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
り
、

社
会
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
婚
し
た

い
人
が
結
婚
に
踏
み
切
れ
な
い
社
会
的
要

因
が
あ
る
な
ら
ば
、
改
善
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　
未
婚
化
が
進
む
要
因
の
一
つ
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
の
が
、
若
者
を
め
ぐ
る
雇
用
環

境
の
変
化
で
す
。
一
昔
前
ま
で
は
、
た
い

て
い
の
男
女
は
学
校
を
卒
業
す
れ
ば
、
正

社
員
と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
、
安
定
し

た
収
入
を
得
ら
れ
、
さ
ほ
ど
経
済
的
な
心

配
を
す
る
こ
と
な
く
結
婚
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
職
場
や
地
域
の
青
年
会
の
活

動
な
ど
、
自
然
な
出
会
い
の
場
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
お
見
合
い
相
手
を
探
し
て

く
れ
る
近
所
の
世
話
人
も
い
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
非
正
規
雇
用
で
働

く
若
者
が
増
え
て
い
て
、
安
定
し
た
収
入

が
得
ら
れ
ず
、
ま
た
雇
用
期
間
も
短
く
、

男
女
が
出
会
う
機
会
が
少
な
い
な
ど
の
状

況
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
不
安
定
な

雇
用
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
若
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
、
未
婚
化
の
一
因
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
専
門
家
は
指
摘
し
て
い
ま

す
。 

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
中
に
は
お
見

合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
若

者
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
自
治
体
も

み
ら
れ
ま
す
。
新
宿
区
で
も
、
若
者
就
労

支
援
室
「
あ
ん
だ
ん
て
」
や
、「
新
宿
区

若
者
の
つ
ど
い
」
な
ど
を
開
催
す
る
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
（
11
Ｐ
参
照
）。 

  

　
結
婚
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
時
代
に

よ
っ
て
結
婚
観
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
固
定
概

念
や
制
度
に
よ
っ
て
女
性
の
自
立
を
は
ば

み
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
窮
屈
な

も
の
に
し
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
誰
も
が
自
分

ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
で
す
。
結
婚
に

お
い
て
も
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
が
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
は
、
結
婚
し
た
い
が

で
き
な
い
若
者
へ
の
支
援
が
、
行
政
は
も

と
よ
り
、
社
会
全
体
で
必
要
に
な
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化

し
て
い
る
現
在
、
大
切
な
の
は
議
論
を
深

め
て
い
く
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
も
友
人

や
家
族
、パ
ー
ト
ナ
ー
と
、こ
れ
か
ら
の
結

婚
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

●
選
択
肢
と
し
て
の
結
婚 

●
若
者
は 

　
　
な
ぜ
結
婚
し
な
い
の
か 

●
豊
か
な
人
間
関
係
を 

　
　
　
　
生
み
出
す
社
会
へ 

 

「
自
分
ら
し
い
」 

　

結
婚
の
で
き
る 

　
　

社
会
に
向
け
て 

取
材
か
ら
見
え
て
き
た
「
結
婚
」 

「
結
婚
」の
今
と
課
題 

「
結
婚
」の
こ
れ
か
ら 
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結婚 
   事情 

若 
 者 

   

　
今
回
い
た
だ
い
た
テ
ー
マ
は
「
若
者
は
な

ぜ
結
婚
し
な
い
の
か
」
で
し
た
。
実
は
、
結

婚
し
な
い
の
は
若
者
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
涯
未
婚
率
が
示
す
よ
う
に
50
歳
ま
で
に
結

婚
し
な
い
人
が
１
割
に
の
ぼ
り
、
も
は
や
結

婚
し
な
い
の
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
も
若
者
で

も
な
い
の
で
す
。 

　
結
婚
適
齢
期
に
多
く
の
人
が
結
婚
し
専
業

主
婦
率
が
高
か
っ
た
１
９
７
０
年
代
か
ら
８

０
年
代
前
半
ま
で
は
、
結
婚
は
当
然
す
る
も

の
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
結

婚
は
大
人
へ
の
通
過
儀
礼
と
し
て
の
意
味
も

持
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
立
社
会
保

障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
出
生
動
向
基
本
調

査
」
に
よ
る
と
独
身
者
の
「
い
ず
れ
結
婚
す

る
つ
も
り
」
と
い
う
回
答
は
緩
や
か
に
低
下

し
、
１
９
９
７
年
か
ら
90
％
以
下
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
婚
姻
率
の
低
下
は
欧
米
で
も
見
ら
れ
ま
す

が
、
従
来
の
法
律
婚
の
違
う
形
態
と
し
て
、

事
実
婚
（
同
棲
婚
）
が
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
本
で
そ
の
よ
う
な
兆
し
は
あ
り

ま
せ
ん
。
譛
こ
ど
も
未
来
財
団
「
若
者
の
家

族
形
成
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、
未
婚
者
の

う
ち
こ
れ
ま
で
に
異
性
と
交
際
経
験
が
な
い

の
は
男
性
で
27
％
、
女
性
で
17
％
に
の
ぼ
る

の
で
す
。
選
好
と
し
て
の
結
婚
、
あ
る
い
は

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
し
て
の
結
婚
、
つ
ま
り

結
婚
が
選
択
肢
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
傾
向

が
強
ま
る
一
方
、
未
婚
者
は
パ
ー
ト
ナ
ー
不

在
の
状
況
に
も
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
選
択

肢
を
全
て
の
人
が
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
に
は
配
慮
が
必
要
で
す
。 

    

　
未
婚
化
の
要
因
の
一
つ
は
、
自
分
で
結
婚

相
手
を
探
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

つ
ま
り
、
対
人
関
係
の
能
力
の
必
要
性
が
増

し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
結
婚
が
選
択
肢
の
一
つ
と
な
る

と
、
結
婚
す
る
に
は
理
由
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
結
婚
適
齢
期
が
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
現
在
、

年
齢
の
上
で
「
そ
ろ
そ
ろ
結
婚
」
と
い
う
の

は
理
由
に
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
う
し
た
中
で
、
妊
娠
は
結
婚
の
大
き
な

理
由
と
な
っ
て
当
然
で
す
が
、
望
ま
し
い
の

は
「
結
婚
し
た
い
相
手
」
に
出
会
う
こ
と
で

す
。
譛
こ
ど
も
未
来
財
団
の
調
査
で
は
、
未

婚
者
が
結
婚
に
踏
み
切
ら
な
い
理
由
と
し
て
、

「
結
婚
し
た
い
人
に
巡
り
合
わ
な
い
」
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
現
在
の
結
婚
生
活
は
、
夫
婦
の
働
き
方
、

子
ど
も
を
何
人
持
つ
の
か
、
子
ど
も
を
ど
の

よ
う
に
育
て
る
の
か
、
仕
事
中
心
な
の
か
、

家
庭
中
心
な
の
か
、
資
産
を
何
に
多
く
使
う

の
か
な
ど
と
て
も
多
様
で
あ
り
、
そ
の
こ
と

を
若
者
は
熟
知
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
相
手

と
協
調
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
結
婚
前
か
ら

知
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

　
よ
り
良
い
結
婚
生
活
を
過
ご
す
た
め
に
は
、

結
婚
後
に
両
者
が
協
調
す
る
努
力
も
必
要
で

す
。
し
か
し
、
多
様
な
結
婚
生
活
だ
か
ら
こ

そ
、
妥
協
せ
ず
、
自
分
に
と
っ
て
良
い
相
手

を
探
す
こ
と
が
大
切
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
結
婚
相
手
に
巡
り
合
う
た

め
の
仕
組
み
や
理
由
が
失
わ
れ
た
こ
と
、
結

婚
相
手
へ
の
期
待
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
が
っ
た

こ
と
が
、
若
者
か
ら
結
婚
を
遠
ざ
け
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

    

　
新
聞
報
道
に
よ
る
と
、
東
日
本
大
震
災
後
、

結
婚
情
報
紹
介
サ
ー
ビ
ス
会
社
の
入
会
者
・

結
婚
相
談
や
、
成
婚
者
が
急
増
し
、
百
貨
店

に
お
い
て
も
婚
約
指
輪
の
売
上
げ
が
伸
び
た

そ
う
で
す
。
震
災
後
は
余
震
や
原
発
の
恐
怖

と
い
う
未
曾
有
の
災
害
・
事
態
に
さ
ら
さ
れ
、

不
安
や
孤
独
感
か
ら
他
者
と
の
安
定
的
な
関

係
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
困
難
な
事
態
に
共
同
し
て
向
き
合
っ

た
こ
と
が
連
帯
感
を
強
め
、
家
族
を
形
成
さ

せ
る
契
機
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
震
災
か
ら
１
年
半
以
上
が
過
ぎ
、
社
会
情

勢
は
刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
現

在
推
計
さ
れ
て
い
る
生
涯
未
婚
率
の
高
い
社

会
と
な
る
か
ど
う
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

　
結
婚
の
た
め
の
出
会
い
の
機
会
を
増
や
す

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
結

婚
に
限
ら
ず
友
人
関
係
を
含
め
た
豊
か
な
人

間
関
係
を
生
み
出
す
社
会
と
な
る
こ
と
が
望

ま
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

日本女子大学人間社会学部社

会福祉科准教授。研究テーマ

は結婚、夫婦間の家事分担・

夫婦関係などの家族研究、家

計問題研究、家族政策の国際

比較研究。主な著書に『結婚

の壁』（佐藤博樹・永井暁子・

三輪哲編）『日本のなかの家

族特性』（永井暁子編）など。 

特集 

結婚にみる 
女と男 

これまで　 
　  これから 

　
戦
後
、
日
本
国
憲
法
が
公
布
。「
婚

姻
は
、
両
性
の
合
意
の
み
に
基
づ
い
て

成
立
し
、
夫
婦
は
同
等
の
権
利
を
有
す

る
」（
第
24
条
）
と
さ
れ
、
結
婚
は
「
家
」

を
基
本
と
す
る
も
の
か
ら
、「
個
」
を

基
本
と
す
る
男
女
平
等
な
も
の
と
さ
れ

ま
し
た
。 

　
本
人
の
意
思
で
自
由
に
結
婚
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
結
婚
観
も
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
恋
愛
結
婚
が
増
え
、
昭
和

40
年
代
に
は
お
見
合
い
を
上
回
り
ま
す
。

男
女
と
も
に
早
婚
と
な
り
、
昭
和
47
年

に
は
平
均
初
婚
年
齢
は
男
性
26
・
７
歳
、

女
性
24
・
２
歳
と
戦
後
最
年
少
を
記
録

し
ま
し
た
。 

　
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
施
行
以
降
、

女
性
の
社
会
進
出
が
加
速
し
、
経
済
的

に
自
立
す
る
女
性
が
増
え
ま
し
た
。
同

時
に
未
婚
率
も
上
昇
し
、
晩
婚
化
も
進

み
ま
し
た
。
一
方
、
バ
ブ
ル
経
済
が
破

綻
し
、
経
済
不
況
が
広
が
る
と
と
も
に
、

派
遣
や
嘱
託
な
ど
不
安
定
な
雇
用
で
働

く
男
性
が
増
え
、
男
性
一
人
の
経
済
力

で
一
家
を
養
う
こ
と
が
難
し
い
時
代
と

な
り
ま
し
た
。 

　
結
婚
に
縛
ら
れ
て
い
た
時
代
か
ら
変

わ
り
、
結
婚
は
人
生
の
選
択
肢
の
一
つ

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
男
女
を
取

り
巻
く
社
会
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
中
、

結
婚
は
「
し
た
い
と
思
っ
て
も
難
し
い
」

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

【現代】 

結
婚
す
る
な
ら
恋
愛
相
手
と 

◆昭和 ◆平成 
結
婚
難
の
時
代 

  

　
今
回
の
取
材
を
通
し
て
、
未
婚
者
で
目

立
っ
た
の
は
、
結
婚
へ
の
不
安
や
戸
惑
い

で
し
た
。
特
に
男
性
で
は
、
結
婚
は
し
た

い
が
「
経
済
的
に
難
し
い
」
と
い
う
意
見

が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
女
性
で
は
結
婚

後
の
「
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
」
に
不
安

が
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
既
婚
者
で
は
、
結
婚
は
「
不
自
由
な
こ

と
、
大
変
な
こ
と
」
も
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
「
パ
ー
ト
ナ
ー
と
暮
ら
す
意
義
」
を

感
じ
て
い
て
、
結
婚
を
前
向
き
に
考
え
て

ほ
し
い
と
い
う
意
見
が
目
立
ち
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
し
き
た
り
」
や
「
結
婚
制
度
」

に
違
和
感
が
あ
る
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま

し
た
。 

  

　
未
婚
化
が
加
速
し
た
の
は
昭
和
50
年

以
降
で
、
平
成
22
年
の
未
婚
率
は
、「
25

歳
〜
29
歳
」
で
、
男
性
が
約
７
割
、
女

性
が
約
６
割
、「
30
歳
〜
34
歳
」
で
は

男
性
が
約
５
割
、
女
性
が
約
３
割
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
平
成
23
年
に
未
婚

者
（
18
歳
〜
34
歳
）
を
対
象
に
行
っ
た

全
国
調
査
（
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
「
出
生
動
向
基
本
調
査
」）
に
よ

る
と
、「
い
ず
れ
結
婚
す
る
つ
も
り
」
と

考
え
る
割
合
は
、
男
性
が
約
８
割
、
女
性

が
約
９
割
と
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。 

　
結
婚
は
人
生
の
選
択
肢
の
一
つ
で
あ
り
、

社
会
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
婚
し
た

い
人
が
結
婚
に
踏
み
切
れ
な
い
社
会
的
要

因
が
あ
る
な
ら
ば
、
改
善
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　
未
婚
化
が
進
む
要
因
の
一
つ
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
の
が
、
若
者
を
め
ぐ
る
雇
用
環

境
の
変
化
で
す
。
一
昔
前
ま
で
は
、
た
い

て
い
の
男
女
は
学
校
を
卒
業
す
れ
ば
、
正

社
員
と
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
、
安
定
し

た
収
入
を
得
ら
れ
、
さ
ほ
ど
経
済
的
な
心

配
を
す
る
こ
と
な
く
結
婚
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
職
場
や
地
域
の
青
年
会
の
活

動
な
ど
、
自
然
な
出
会
い
の
場
も
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
お
見
合
い
相
手
を
探
し
て

く
れ
る
近
所
の
世
話
人
も
い
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
非
正
規
雇
用
で
働

く
若
者
が
増
え
て
い
て
、
安
定
し
た
収
入

が
得
ら
れ
ず
、
ま
た
雇
用
期
間
も
短
く
、

男
女
が
出
会
う
機
会
が
少
な
い
な
ど
の
状

況
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
不
安
定
な

雇
用
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
若
者
が
増
え

て
い
る
こ
と
が
、
未
婚
化
の
一
因
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
専
門
家
は
指
摘
し
て
い
ま

す
。 

　
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
中
に
は
お
見

合
い
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
若

者
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
自
治
体
も

み
ら
れ
ま
す
。
新
宿
区
で
も
、
若
者
就
労

支
援
室
「
あ
ん
だ
ん
て
」
や
、「
新
宿
区

若
者
の
つ
ど
い
」
な
ど
を
開
催
す
る
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
（
11
Ｐ
参
照
）。 

  

　
結
婚
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
時
代
に

よ
っ
て
結
婚
観
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
固
定
概

念
や
制
度
に
よ
っ
て
女
性
の
自
立
を
は
ば

み
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
を
窮
屈
な

も
の
に
し
て
き
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

　
男
女
共
同
参
画
社
会
は
、
誰
も
が
自
分

ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
で
す
。
結
婚
に

お
い
て
も
一
人
ひ
と
り
の
生
き
方
が
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

　
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
は
、
結
婚
し
た
い
が

で
き
な
い
若
者
へ
の
支
援
が
、
行
政
は
も

と
よ
り
、
社
会
全
体
で
必
要
に
な
っ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化

し
て
い
る
現
在
、
大
切
な
の
は
議
論
を
深

め
て
い
く
こ
と
で
す
。
み
な
さ
ん
も
友
人

や
家
族
、パ
ー
ト
ナ
ー
と
、こ
れ
か
ら
の
結

婚
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

●
選
択
肢
と
し
て
の
結
婚 

●
若
者
は 

　
　
な
ぜ
結
婚
し
な
い
の
か 

●
豊
か
な
人
間
関
係
を 

　
　
　
　
生
み
出
す
社
会
へ 

 

「
自
分
ら
し
い
」 

　

結
婚
の
で
き
る 

　
　

社
会
に
向
け
て 

取
材
か
ら
見
え
て
き
た
「
結
婚
」 

「
結
婚
」の
今
と
課
題 

「
結
婚
」の
こ
れ
か
ら 
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「49.1％」 
ＤＶ被害者のうち別れたい（別れよう） 
と思ったが別れなかった女性 

With Shinjuku No.113   89   With Shinjuku No.113

講 座 レ ポ ー ト  

配偶者から最初に被害を受けた時の行動（女性） 

配偶者と別れなかった理由（女性） 

相手と別れた 
5.6％ 

別れたい（別れよう） 
と思ったが、 
別れなかった 
49.1％ 

無回答 
11.0％ 

男 と 

『キリマンジャロの雪』 

女 映画に見る 映画に見る 

（％） 

蘓AGAT Films & Cie, France 3 Cinema, 2011 
 

　
も
し
、友
人
か
ら「
夫
か
ら
暴
力
を
受

け
た
」と
相
談
さ
れ
た
ら
、あ
な
た
は
何

と
答
え
ま
す
か
。す
ぐ
に
別
居
や
離
婚
を

勧
め
ま
す
か
。そ
れ
と
も
、あ
な
た
に
も

非
が
あ
る
の
で
は
と
、話
し
合
う
よ
う
に

勧
め
ま
す
か
。 

    

　
内
閣
府「
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関

す
る
調
査（
平
成
24
年
）」で
、Ｄ
Ｖ
被
害

者
の
女
性
に
初
め
て
被
害
を
受
け
た
時

の
行
動
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
別
れ
た
い（
別

れ
よ
う
）と
思
っ
た
が
、別
れ
な
か
っ
た
」

が
49
・
１
％
、「
別
れ
た
い（
別
れ
よ
う
）

と
は
思
わ
な
か
っ
た
」が
34
・
２
％
で
し

た
。合
わ
せ
る
と
約
８
割
の
女
性
が
、Ｄ

Ｖ
被
害
を
受
け
て
も
す
ぐ
に
相
手
と
別

れ
る
と
い
う
行
動
を
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

   

　
な
ぜ
、「
別
れ
た
い（
別
れ
よ
う
）と
思

っ
た
が
、別
れ
な
か
っ
た
」の
で
し
ょ
う
。

同
調
査
で
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
子

ど
も
が
い
る
か
ら
、子
ど
も
の
こ
と
を
考

え
た
」が
最
も
多
く
、次
い
で「
経
済
的
な

不
安
が
あ
っ
た
」、「
こ
れ
以
上
繰
り
返
さ

れ
な
い
と
思
っ
た
」で
し
た
。経
済
的
な

問
題
や
今
後
の
生
活
を
考
え
て
、自
分
さ

え
我
慢
す
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
し
ま
う

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

   

　
Ｄ
Ｖ
は
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

支
配
す
る
側
、支
配
さ
れ
る
側
の
関
係
に

な
る
の
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。被
害
者
は

「
自
分
が
悪
い
か
ら
」と
思
い
込
ん
で
し

ま
い
、日
常
的
に
暴
力
を
受
け
る
う
ち
に

逃
げ
出
す
気
力
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。 

　
大
切
な
の
は
、私
た
ち
が
Ｄ
Ｖ
を
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
で
す
。も
し
、相
談
を

受
け
た
ら
、ま
ず「
あ
な
た
は
悪
く
な
い
」

と
伝
え
ま
し
ょ
う
。そ
の
上
で
Ｄ
Ｖ
の
専

門
機
関
で
相
談
す
る
よ
う
勧
め
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。 

　
既
婚
女
性
の
３
人
に
１
人
が
、配
偶
者

か
ら
身
体
的
暴
力
、精
神
的
な
嫌
が
ら
せ
、

性
的
な
行
為
の
強
要
な
ど
の
Ｄ
Ｖ
を
受

け
た
経
験
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。Ｄ
Ｖ
は
身
近
な
問
題
で
す
。社

会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。 

●
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
ご
相
談
を 

新
宿
区
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー 

（
悩
み
ご
と
相
談
室
） 

　
０
３
（
３
３
４
１
）
０
８
０
１ 

新
宿
区
生
活
福
祉
課（
女
性
相
談
） 

　
０
３
（
５
２
７
３
）
３
８
８
４ 

東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ 

　
０
３
（
５
４
６
７
）
２
４
５
５ 

東
京
都
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
０
３
（
５
２
６
１
）
３
１
１
０ 

子どもがいるから、 
子どものことを考えたから 

これ以上は繰り返されない 
と思ったから 

経済的な不安があったから 

相手が別れることに同意 
しなかったから 

相手の反応が怖かったから 

相手には自分が必要だと 
思ったから 

周囲の人から、別れること 
に反対されたから 

その他 

世間体が悪いと思ったから 

D
V
被
害
を
受
け
て
も 

別
れ
な
か
っ
た 

子
ど
も
が
い
る
か
ら 

あ
な
た
は
悪
く
な
い 

「
W
E
N

W
E
N-

D
O
D
O 

女
性
の
た
め
の
護
身
術

女
性
の
た
め
の
護
身
術 

　
　
　
　
　
　
〜
心
と
身
体
を
護
る
た
め
に
」

　
　
　
　
　
　
〜
心
と
身
体
を
護
る
た
め
に
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
：
橋
本
明
子
氏
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
：
橋
本
明
子
氏
（
W
E
N

W
E
N-

D
O
D
O
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
） 

「
W
E
N-

D
O 

女
性
の
た
め
の
護
身
術 

　
　
　
　
　
　
〜
心
と
身
体
を
護
る
た
め
に
」 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
師
：
橋
本
明
子
氏
（
W
E
N-

D
O
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
） 

　
20
代
〜
代
〜
30
代
の
た
め
の

代
の
た
め
の 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
講
座
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
講
座
」 

　
　
他
人
を
知
り
、
自
分
の
考
え
も
伝
え
て
み
よ
う

　
　
他
人
を
知
り
、
自
分
の
考
え
も
伝
え
て
み
よ
う 

　
　
　
　
　
講
師
：
竹
内
康
代
氏
（
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

　
　
　
　
　
講
師
：
竹
内
康
代
氏
（
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
臨
床
美
術
士
）

、
臨
床
美
術
士
） 

　
20
代
〜
30
代
の
た
め
の 

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
ア
ッ
プ
講
座
」 

　
　
他
人
を
知
り
、
自
分
の
考
え
も
伝
え
て
み
よ
う 

　
　
　
　
　
講
師
：
竹
内
康
代
氏
（
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
臨
床
美
術
士
） 

マ
ル
セ
イ
ユ
に
暮
ら
す
熟
年
夫
婦
の
物
語
。
夫
・
ミ
シ
ェ
ル

と
妻
・
マ
リ
＝
ク
レ
ー
ル
は
、
結
婚
30
年
の
記
念
に
家
族
か
ら

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

旅
行
を
前
に
強
盗
に
押
し
入
れ
ら
れ
る
。
貧
し
く
て
も
善
良
に

生
き
て
き
た
の
に
と
悲
し
み
に
暮
れ
る
二
人
。
や
が
て
犯
人
は

ミ
シ
ェ
ル
と
一
緒
に
解
雇
さ
れ
た
職
場
の
青
年
で
、
生
活
苦
の

た
め
に
や
っ
た
犯
行
と
判
明
し
ま
す
。
職
場
で
は
労
組
委
員
長

を
務
め
て
い
た
ミ
シ
ェ
ル
。
労
働
者
の
「
連
帯
」
を
信
じ
て
自

分
の
や
っ
て
き
た
こ
と
は
本
当
に
正
し
か
っ
た
の
か
と
悩
み
ま

す
。 で

も
彼
に
は
マ
リ
＝
ク
レ
ー
ル
と
の
「
連
帯
」
が
あ
り
ま
し

た
。
彼
女
は
ヘ
ル
パ
ー
業
務
を
こ
な
し
、
夫
と
と
も
に
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
の
仕
事
を
始
め
ま
す
。
逆
境
に
あ
っ
て
も
人
生
を
楽
し

む
こ
と
を
忘
れ
な
い
マ
リ
＝
ク
レ
ー
ル
、
や
が
て
ミ
シ
ェ
ル
も

自
分
を
取
り
戻
し
ま
す
。
そ
し
て
二
人
で
、
収
監
さ
れ
た
犯
人

の
幼
い
兄
弟
を
養
育
し
て
い
く
決
心
を
し
ま
す
。
新
た
な
「
連

帯
」
で
す
。 

二
人
の
貧
し
く
て
も
他
人
を
思
い
や
る
心
の
豊
か
な
人
生
。

お
互
い
に
尊
敬
し
必
要
と
し
合
う
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
大

切
さ
を
伝
え
て
く
れ
る
作
品
で
す
。 
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Ｗ
Ｅ
Ｎ-

Ｄ
Ｏ
は
カ
ナ
ダ
で
生
ま
れ
た
女

性
の
た
め
の
自
己
防
衛
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
８
月
29
日
、
10
代
か

ら
60
代
ま
で
21
名
の
女
性
が
参
加
し
ま
し

た
。 

　
Ｗ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
か
ら
取
っ
た
Ｗ
ｅ
ｎ
と
武
道

の
Ｄ
ｏ
を
合
わ
せ
て
「
Ｗ
Ｅ
Ｎ-

Ｄ
Ｏ
」
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｎ-

Ｄ
Ｏ
の
基

本
は
３
つ
の
「
Ａ
」。
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

ｓ
＝
暴
力
の
始
ま
り
に
気
づ
く
こ
と
、
Ａ
ｖ

ｏ
ｉ
ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
＝
暴
力
を
回
避
す
る
こ
と
、

そ
し
て
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
＝
避
け
き
れ
な
い
時

は
た
め
ら
わ
ず
に
自
分
を
護
る
た
め
に
行
動

す
る
こ
と
で
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｎ-

Ｄ
Ｏ
で
は
、
殴

ら
れ
た
り
叩
か
れ
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、

手
を
握
ら
れ
た
り
肩
を
抱
か
れ
た
り
、
自
分

が
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
す
べ
て

が
暴
力
に
含
ま
れ
ま
す
。 

　
参
加
者
が
車
座
に
な
っ
て
床
に
座
り
、
軽

く
ス
ト
レ
ッ
チ
し
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
。
腕
を

強
く
つ
か
ま
れ
た
時
、
後
ろ
か
ら
抱
き
つ
か

れ
た
時
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で
の
暴
力

の
回
避
の
方
法
に
つ
い
て
、
講
師
の
模
範
演

技
に
な
ら
っ
て
実
際
に
身
体
を
動
か
し
て
試

し
ま
し
た
。
言
葉
・
気
合
・
ア
イ
コ
ン
タ
ク

ト
な
ど
を
う
ま
く
使
う
と
、
最
小
限
の
力
で

自
分
よ
り
強

い
相
手
か
ら

身
を
護
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。
２
人
１

組
で
加
害
者

と
被
害
者
に

な
る
実
習
で

は
、
強
く
つ

か
ま
れ
た
手

も
簡
単
に
外

せ
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。 

　
最
後
に
講
師
が
強
調
し
た
の
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｎ-

Ｄ
Ｏ
を
通
じ
て
自
分
の
身
を
護
る
方
法
だ
け

で
な
く
、
心
を
護
る
大
切
さ
も
知
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
を
大
事

に
思
う
心
の
声
が
身
を
護
る
最
大
の
力
に
な

る
か
ら
で
す
。
気
持
ち
に
迷
い
が
あ
る
と
自

分
の
力
を
1
0
0
％
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
暴
力
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
た
と

き
は
、
迷
わ
ず
自
分
の
感
覚
を
信
じ
て
暴
力

を
回
避
す
る
こ
と
に
集
中
す
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
を
学
べ
た
の
は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

お
腹
の
底
か
ら
声
を
出
し
て
身
体
を
動
か
し
、

ス
ト
レ
ス
解
消
も
兼
ね
た
楽
し
い
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
し
た
。 

　
猛
暑
日
の
つ
づ
く
7
月
19
日
・
26
日
、

8
月
2
日
の
3
回
に
わ
た
り
「
ア
サ
ー
テ

ィ
ブ
」
の
考
え
方
を
基
に
し
て
、
実
際
に
使

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
ア
ッ
プ
を

目
指
す
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ア
サ

ー
テ
ィ
ブ
」
と
は
相
手
を
否
定
す
る
こ
と
な

く
、
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
し
、
相

手
と
対
等
な
関
係
を
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
の
一
つ
で
す
。
今
年
で
３
年
目

の
こ
の
講
座
は
、
人
気
が
あ
り
、
定
員
30

名
を
上
回
っ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　
１
日
目
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

疑
問
に
つ
い
て
語
ろ
う
」。
ま
ず
は
2
人
ペ

ア
に
な
り
自
己
紹
介
。
次
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
困
っ
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

話
し
合
い
ま
し
た
。 

　
２
日
目
は
、「
傾
聴
力
U
P
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
交
渉
術
」。
人
は
時
と
場
合
に
よ
り
ア

グ
レ
ッ
シ
ブ
、
パ
ッ
シ
ブ
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

の
３
つ
の
対
応
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
ア

グ
レ
ッ
シ
ブ
と
は
断
定
的
で
、
人
の
話
は
聞

か
ず
に
、
自
分
の
結
論
に
急
ぐ
。
パ
ッ
シ
ブ

は
反
応
が
少
な
く
、
受
身
的
で
、
自
分
の
意

思
決
定
を
避
け
る
。
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
は
明
確

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
、
話
を
よ
く
聞
き
、

互
い
に
納
得
の
決
定
を
探
す
。
ど
の
対
応
が

よ
い
と
か
悪
い
か
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
自

分
は
ど
の
傾
向
に
あ
る
の
か
を
知
り
自
己
理

解
を
深
め
ま
し
た
。 

　
３
日
目
は
、「
職
場
で
使
え
る
、
前
向
き

対
応
を
実
践
す
る
」。
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
一
つ
の
答
え
を
出
す
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
す
。
こ
こ
で
は
違
う
意
見
に
対
し
自
分

の
考
え
を
は
っ
き
り
言
う
こ
と
が
で
き
た
か
、

相
手
の
話
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
が
で
き
た

か
の
実
践
を
し
ま
し
た
。 

　
講
座
は
、
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
活

気
の
あ
る
雰
囲
気
で
し
た
。「
自
信
が
つ
い
た
」

「
次
は
友
人
を
誘
い
た
い
」
な
ど
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
講
師
の
「
断
る
と
き
は
言
い
訳
を

せ
ず
す
が
す
が
し
く
、
代
替
案
を
出
す
」
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
役
立
て
た

い
一
つ
で
も

あ
り
ま
し
た
。

ア
サ
ー
テ
ィ

ブ
な
対
応
が

で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、

今
ま
で
と
違

う
自
分
に
な

れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。 

ウ
ェ
ン
　
　
　
ド
ゥ 

別れたい（別れよう） 
とは思わなかった 
34.2％ 
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（2012年公開） 

「49.1％」 
ＤＶ被害者のうち別れたい（別れよう） 
と思ったが別れなかった女性 

With Shinjuku No.113   89   With Shinjuku No.113

講 座 レ ポ ー ト  

配偶者から最初に被害を受けた時の行動（女性） 

配偶者と別れなかった理由（女性） 

相手と別れた 
5.6％ 

別れたい（別れよう） 
と思ったが、 
別れなかった 
49.1％ 

無回答 
11.0％ 

男 と 

『キリマンジャロの雪』 

女 映画に見る 映画に見る 

（％） 

蘓AGAT Films & Cie, France 3 Cinema, 2011 
 

　
も
し
、友
人
か
ら「
夫
か
ら
暴
力
を
受

け
た
」と
相
談
さ
れ
た
ら
、あ
な
た
は
何

と
答
え
ま
す
か
。す
ぐ
に
別
居
や
離
婚
を

勧
め
ま
す
か
。そ
れ
と
も
、あ
な
た
に
も

非
が
あ
る
の
で
は
と
、話
し
合
う
よ
う
に

勧
め
ま
す
か
。 

    

　
内
閣
府「
男
女
間
に
お
け
る
暴
力
に
関

す
る
調
査（
平
成
24
年
）」で
、Ｄ
Ｖ
被
害

者
の
女
性
に
初
め
て
被
害
を
受
け
た
時

の
行
動
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
別
れ
た
い（
別

れ
よ
う
）と
思
っ
た
が
、別
れ
な
か
っ
た
」

が
49
・
１
％
、「
別
れ
た
い（
別
れ
よ
う
）

と
は
思
わ
な
か
っ
た
」が
34
・
２
％
で
し

た
。合
わ
せ
る
と
約
８
割
の
女
性
が
、Ｄ

Ｖ
被
害
を
受
け
て
も
す
ぐ
に
相
手
と
別

れ
る
と
い
う
行
動
を
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

   

　
な
ぜ
、「
別
れ
た
い（
別
れ
よ
う
）と
思

っ
た
が
、別
れ
な
か
っ
た
」の
で
し
ょ
う
。

同
調
査
で
理
由
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
子

ど
も
が
い
る
か
ら
、子
ど
も
の
こ
と
を
考

え
た
」が
最
も
多
く
、次
い
で「
経
済
的
な

不
安
が
あ
っ
た
」、「
こ
れ
以
上
繰
り
返
さ

れ
な
い
と
思
っ
た
」で
し
た
。経
済
的
な

問
題
や
今
後
の
生
活
を
考
え
て
、自
分
さ

え
我
慢
す
れ
ば
よ
い
と
思
っ
て
し
ま
う

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

   

　
Ｄ
Ｖ
は
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

支
配
す
る
側
、支
配
さ
れ
る
側
の
関
係
に

な
る
の
が
特
徴
の
一
つ
で
す
。被
害
者
は

「
自
分
が
悪
い
か
ら
」と
思
い
込
ん
で
し

ま
い
、日
常
的
に
暴
力
を
受
け
る
う
ち
に

逃
げ
出
す
気
力
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。 

　
大
切
な
の
は
、私
た
ち
が
Ｄ
Ｖ
を
正
し

く
理
解
す
る
こ
と
で
す
。も
し
、相
談
を

受
け
た
ら
、ま
ず「
あ
な
た
は
悪
く
な
い
」

と
伝
え
ま
し
ょ
う
。そ
の
上
で
Ｄ
Ｖ
の
専

門
機
関
で
相
談
す
る
よ
う
勧
め
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。 

　
既
婚
女
性
の
３
人
に
１
人
が
、配
偶
者

か
ら
身
体
的
暴
力
、精
神
的
な
嫌
が
ら
せ
、

性
的
な
行
為
の
強
要
な
ど
の
Ｄ
Ｖ
を
受

け
た
経
験
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。Ｄ
Ｖ
は
身
近
な
問
題
で
す
。社

会
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。 

●
ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
ご
相
談
を 

新
宿
区
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
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（
悩
み
ご
と
相
談
室
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宿
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生
活
福
祉
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性
相
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０
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東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
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東
京
都
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー 

　
０
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５
２
６
１
）
３
１
１
０ 

子どもがいるから、 
子どものことを考えたから 

これ以上は繰り返されない 
と思ったから 

経済的な不安があったから 

相手が別れることに同意 
しなかったから 

相手の反応が怖かったから 

相手には自分が必要だと 
思ったから 

周囲の人から、別れること 
に反対されたから 

その他 

世間体が悪いと思ったから 

D
V
被
害
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別
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た 

子
ど
も
が
い
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か
ら 

あ
な
た
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い 
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講
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橋
本
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子
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W
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D
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イ
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ス
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ラ
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タ
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講
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知
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考
え
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知
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代
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の
た
め
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コ
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他
人
を
知
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、
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の
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う 

　
　
　
　
　
講
師
：
竹
内
康
代
氏
（
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
臨
床
美
術
士
） 

マ
ル
セ
イ
ユ
に
暮
ら
す
熟
年
夫
婦
の
物
語
。
夫
・
ミ
シ
ェ
ル

と
妻
・
マ
リ
＝
ク
レ
ー
ル
は
、
結
婚
30
年
の
記
念
に
家
族
か
ら

キ
リ
マ
ン
ジ
ャ
ロ
旅
行
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

旅
行
を
前
に
強
盗
に
押
し
入
れ
ら
れ
る
。
貧
し
く
て
も
善
良
に

生
き
て
き
た
の
に
と
悲
し
み
に
暮
れ
る
二
人
。
や
が
て
犯
人
は

ミ
シ
ェ
ル
と
一
緒
に
解
雇
さ
れ
た
職
場
の
青
年
で
、
生
活
苦
の

た
め
に
や
っ
た
犯
行
と
判
明
し
ま
す
。
職
場
で
は
労
組
委
員
長

を
務
め
て
い
た
ミ
シ
ェ
ル
。
労
働
者
の
「
連
帯
」
を
信
じ
て
自

分
の
や
っ
て
き
た
こ
と
は
本
当
に
正
し
か
っ
た
の
か
と
悩
み
ま

す
。 で

も
彼
に
は
マ
リ
＝
ク
レ
ー
ル
と
の
「
連
帯
」
が
あ
り
ま
し

た
。
彼
女
は
ヘ
ル
パ
ー
業
務
を
こ
な
し
、
夫
と
と
も
に
ポ
ス
テ

ィ
ン
グ
の
仕
事
を
始
め
ま
す
。
逆
境
に
あ
っ
て
も
人
生
を
楽
し

む
こ
と
を
忘
れ
な
い
マ
リ
＝
ク
レ
ー
ル
、
や
が
て
ミ
シ
ェ
ル
も

自
分
を
取
り
戻
し
ま
す
。
そ
し
て
二
人
で
、
収
監
さ
れ
た
犯
人

の
幼
い
兄
弟
を
養
育
し
て
い
く
決
心
を
し
ま
す
。
新
た
な
「
連

帯
」
で
す
。 

二
人
の
貧
し
く
て
も
他
人
を
思
い
や
る
心
の
豊
か
な
人
生
。

お
互
い
に
尊
敬
し
必
要
と
し
合
う
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
大

切
さ
を
伝
え
て
く
れ
る
作
品
で
す
。 
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Ｗ
Ｅ
Ｎ-

Ｄ
Ｏ
は
カ
ナ
ダ
で
生
ま
れ
た
女

性
の
た
め
の
自
己
防
衛
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
８
月
29
日
、
10
代
か

ら
60
代
ま
で
21
名
の
女
性
が
参
加
し
ま
し

た
。 

　
Ｗ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
か
ら
取
っ
た
Ｗ
ｅ
ｎ
と
武
道

の
Ｄ
ｏ
を
合
わ
せ
て
「
Ｗ
Ｅ
Ｎ-

Ｄ
Ｏ
」
と

名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
Ｗ
Ｅ
Ｎ-

Ｄ
Ｏ
の
基

本
は
３
つ
の
「
Ａ
」。
Ａ
ｗ
ａ
ｒ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ

ｓ
＝
暴
力
の
始
ま
り
に
気
づ
く
こ
と
、
Ａ
ｖ

ｏ
ｉ
ｄ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
＝
暴
力
を
回
避
す
る
こ
と
、

そ
し
て
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
＝
避
け
き
れ
な
い
時

は
た
め
ら
わ
ず
に
自
分
を
護
る
た
め
に
行
動

す
る
こ
と
で
す
。
Ｗ
Ｅ
Ｎ-

Ｄ
Ｏ
で
は
、
殴

ら
れ
た
り
叩
か
れ
た
り
す
る
だ
け
で
な
く
、

手
を
握
ら
れ
た
り
肩
を
抱
か
れ
た
り
、
自
分

が
嫌
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
す
べ
て

が
暴
力
に
含
ま
れ
ま
す
。 

　
参
加
者
が
車
座
に
な
っ
て
床
に
座
り
、
軽

く
ス
ト
レ
ッ
チ
し
な
が
ら
ス
タ
ー
ト
。
腕
を

強
く
つ
か
ま
れ
た
時
、
後
ろ
か
ら
抱
き
つ
か

れ
た
時
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
で
の
暴
力

の
回
避
の
方
法
に
つ
い
て
、
講
師
の
模
範
演

技
に
な
ら
っ
て
実
際
に
身
体
を
動
か
し
て
試

し
ま
し
た
。
言
葉
・
気
合
・
ア
イ
コ
ン
タ
ク

ト
な
ど
を
う
ま
く
使
う
と
、
最
小
限
の
力
で

自
分
よ
り
強

い
相
手
か
ら

身
を
護
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。
２
人
１

組
で
加
害
者

と
被
害
者
に

な
る
実
習
で

は
、
強
く
つ

か
ま
れ
た
手

も
簡
単
に
外

せ
る
こ
と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。 

　
最
後
に
講
師
が
強
調
し
た
の
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｎ-

Ｄ
Ｏ
を
通
じ
て
自
分
の
身
を
護
る
方
法
だ
け

で
な
く
、
心
を
護
る
大
切
さ
も
知
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
こ
と
。
な
ぜ
な
ら
、
自
分
を
大
事

に
思
う
心
の
声
が
身
を
護
る
最
大
の
力
に
な

る
か
ら
で
す
。
気
持
ち
に
迷
い
が
あ
る
と
自

分
の
力
を
1
0
0
％
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
暴
力
を
受
け
て
い
る
と
感
じ
た
と

き
は
、
迷
わ
ず
自
分
の
感
覚
を
信
じ
て
暴
力

を
回
避
す
る
こ
と
に
集
中
す
べ
き
だ
と
い
う

こ
と
を
学
べ
た
の
は
大
き
な
収
穫
で
し
た
。

お
腹
の
底
か
ら
声
を
出
し
て
身
体
を
動
か
し
、

ス
ト
レ
ス
解
消
も
兼
ね
た
楽
し
い
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
し
た
。 

　
猛
暑
日
の
つ
づ
く
7
月
19
日
・
26
日
、

8
月
2
日
の
3
回
に
わ
た
り
「
ア
サ
ー
テ

ィ
ブ
」
の
考
え
方
を
基
に
し
て
、
実
際
に
使

え
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の
ア
ッ
プ
を

目
指
す
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
ア
サ

ー
テ
ィ
ブ
」
と
は
相
手
を
否
定
す
る
こ
と
な

く
、
自
分
の
気
持
ち
を
素
直
に
表
現
し
、
相

手
と
対
等
な
関
係
を
つ
く
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
方
法
の
一
つ
で
す
。
今
年
で
３
年
目

の
こ
の
講
座
は
、
人
気
が
あ
り
、
定
員
30

名
を
上
回
っ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

　
１
日
目
は
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

疑
問
に
つ
い
て
語
ろ
う
」。
ま
ず
は
2
人
ペ

ア
に
な
り
自
己
紹
介
。
次
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
困
っ
た
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

話
し
合
い
ま
し
た
。 

　
２
日
目
は
、「
傾
聴
力
U
P
と
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
交
渉
術
」。
人
は
時
と
場
合
に
よ
り
ア

グ
レ
ッ
シ
ブ
、
パ
ッ
シ
ブ
、
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ

の
３
つ
の
対
応
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
ア

グ
レ
ッ
シ
ブ
と
は
断
定
的
で
、
人
の
話
は
聞

か
ず
に
、
自
分
の
結
論
に
急
ぐ
。
パ
ッ
シ
ブ

は
反
応
が
少
な
く
、
受
身
的
で
、
自
分
の
意

思
決
定
を
避
け
る
。
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
は
明
確

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
、
話
を
よ
く
聞
き
、

互
い
に
納
得
の
決
定
を
探
す
。
ど
の
対
応
が

よ
い
と
か
悪
い
か
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
自

分
は
ど
の
傾
向
に
あ
る
の
か
を
知
り
自
己
理

解
を
深
め
ま
し
た
。 

　
３
日
目
は
、「
職
場
で
使
え
る
、
前
向
き

対
応
を
実
践
す
る
」。
課
題
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
一
つ
の
答
え
を
出
す
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
で
す
。
こ
こ
で
は
違
う
意
見
に
対
し
自
分

の
考
え
を
は
っ
き
り
言
う
こ
と
が
で
き
た
か
、

相
手
の
話
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
が
で
き
た

か
の
実
践
を
し
ま
し
た
。 

　
講
座
は
、
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
活

気
の
あ
る
雰
囲
気
で
し
た
。「
自
信
が
つ
い
た
」

「
次
は
友
人
を
誘
い
た
い
」
な
ど
感
想
が
寄

せ
ら
れ
、
講
師
の
「
断
る
と
き
は
言
い
訳
を

せ
ず
す
が
す
が
し
く
、
代
替
案
を
出
す
」
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
役
立
て
た

い
一
つ
で
も

あ
り
ま
し
た
。

ア
サ
ー
テ
ィ

ブ
な
対
応
が

で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、

今
ま
で
と
違

う
自
分
に
な

れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。 

ウ
ェ
ン
　
　
　
ド
ゥ 

別れたい（別れよう） 
とは思わなかった 
34.2％ 



この看板が目印です！ 

With Shinjuku No.113   1011   With Shinjuku No.113

　新宿ここ・から広場は、子どもから高齢者まですべての
世代が触れ合い交流できる施設です。この広場が地域の皆
さんに愛され、親しまれ、さまざまな方々の交流の場とな
るよう、「みんな集まれ、つながる笑顔」をテーマに開催
します。バルーンアーティストＴｏｍｏによるバルーンパ
フォーマンスなど、イベント盛りだくさんの「お祭り」です。  
■日時：11月11日（日） 
　午前10時～午後3時 
■会場：新宿ここ・から広場 
（新宿7-3-29） 
■問合せ：子ども総合センター 
　管理調整係　 
　蕁03（3232）0673

本 の 紹 介 

第2回「こ回「ここ・こ・からまつり」からまつり」 第2回「ここ・からまつり」 
　20～30歳代の若者を中心に、仲間づくりや行政に関心
を持ってもらうきっかけづくりとして開催します。よしも
と芸人による「お笑いライブ」、出会いと交流の場や若者
向け応援講座など、楽しいイベントがいっぱいです。子育
て中の方も大歓迎。託児サービス（予約制）もあります。 
 
■日時：12月15日（土） 
　午後0時～4時30分 
■会場：新宿文化センター 
（新宿6-14-1） 
■問合せ：子ども家庭課企画係　 
　蕁03（5273）4260

「新宿区　若者のつどい「新宿区　若者のつどい」～深まる絆　つながる未来～ 

入場は無料です。皆さんお誘いあわせの上、ぜひご来場ください ◎ イベントのご案内 

　区では、「子ども・家庭、保健、教育、就労等」の相談窓口を活用し、30歳代までの子ども・若
者とその家族等が対象の総合相談窓口を開設しています。 

☆「子ども・若者総合相談」とは 
　子ども・若者を取り巻く社会環境は著しく変化し、抱える問題も深刻化しています。子ども・若者の悩み
の原因は、学校や職場での人間関係、健康への不安、就労や収入などさまざまですが、相談したくても自分
に合った相談窓口を探すことも難しい場合があります。 
　区では、幅広い分野にわたる子ども・若者の課題（ニート、ひきこもり、不登校、発達への不安、児童虐
待など）に対応するため、区の15か所の相談窓口で「子ども・若者総合相談」を実施しています。 
　各相談窓口で助言や情報提供をするほか、適切な相談窓口をご紹介します。お気軽にご相談ください。 

　区内の中小企業を対象に、男性の育児・介護休業等の取得を推進する企業を「男性の育児・介護サポート企
業」に認定・登録し、要件を満たす場合は奨励金を支給しています。 
　今回、1社をサポート企業として登録しました。 
 
■有限会社四葉設備サービス（空調設備保守）  

【問合せ】男女共同参画課　蕁（3341）0801　FAX （3341）0740

ワーク・ライフ・バランス推進企業認定証授与式を開催しました 子ども・若者総合相談窓口を開設しています！ 

男性の育児・介護を推進する企業を応援しています 

■株式会社東京堂　　代表取締役社長　鈴木　勝美 
【認定の分野】　子育て支援　介護支援　働きやすい職場づくり 

■早稲田医学院歯科衛生士専門学校　　理事長　寺本　雅夫 
【認定の分野】　子育て支援　働きやすい職場づくり 

■株式会社シスケア　　代表取締役 　太田　裕之 
【認定の分野】　子育て支援　介護支援　働きやすい職場づくり 

■雪印メグミルク株式会社　　代表取締役社長　中野　吉晴 
【認定の分野】　子育て支援　地域活動支援 

■クラスメソッド株式会社　　代表取締役社長　横田　聡 
【認定の分野】　子育て支援　地域活動支援　介護支援　働きやすい職場づくり 

■株式会社赤ちゃんとママ社　　代表取締役　小山　朝史 
【認定の分野】　子育て支援　働きやすい職場づくり 

◎認定企業 

「新宿区　若者のつどい」～深まる絆　つながる未来～ 

若者若者に関する総合相談総合相談 若者に関する総合相談 

●若年者就労支援室「あんだんて」　 
　新宿7-3-29（新宿ここ・から広場内）　蕁03-3200-3329 
　受付日時：午後1時～5時（月・火・木～土曜日） 

就労就労に関する相談相談 就労に関する相談 

●新宿区勤労者・仕事支援センター 
　新宿7-3-29（新宿ここ・から広場内）　蕁03-3200-3311 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日）※祝日・年末年始を除く 
●消費者支援等担当課就労支援係 
　新宿5-18-21（区役所第2分庁舎3階）　蕁03-5273-3925 
　受付日時：午前9時～午後5時（月～金曜日） 

精神保健精神保健・こころの悩みごと相談相談 精神保健・こころの悩みごと相談 

 

●牛込保健センター　弁天町50　蕁03-3260-6231 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 

●四谷保健センター 
　四谷4-17（平成26年2月に三栄町25へ移転予定） 
　 蕁03-3351-5161 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 

●西新宿保健センター　西新宿7-5-8　蕁03-3369-7118 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 

●落合保健センター　下落合4-6-7　蕁03-3952-7161 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 

家庭生活等家庭生活等の悩みごと相談相談 家庭生活等の悩みごと相談 

●男女共同参画推進センター　荒木町16 
　電話相談蕁03-3353-2000 
　受付日時：午前10時～午後3時30分（月～土曜日）　 
　来所相談蕁03-3341-0801 
　受付日時：午前10時～午後4時（月～土曜日） 

子どもと家庭家庭の総合相談総合相談 子どもと家庭の総合相談 

●子ども総合センター　新宿7-3-29（新宿ここ・から広場内） 
　　　　　　　　　　 蕁03-3232-0675　※年末年始を除く 
　受付日時：午前8時30分～午後7時（月～土曜日） 
　　　　　午前8時30分～午後5時（日曜日・祝日、電話相談のみ） 
　（子どもの心身の発達に関する相談）　蕁03-3232-0679 
　受付日時：午前9時～午後6時（月～金曜日） 
　　　　　午前9時～午後5時（土曜日） 
●信濃町子ども家庭支援センター　信濃町20　蕁03-3357-6855 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 
　　　　　午前9時30分～午後6時（土曜日） 
●榎町子ども家庭支援センター　榎町36　蕁03-3269-7345 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 
　　　　　午前9時30分～午後6時（土曜日） 
●中落合子ども家庭支援センター　中落合2-7-24　蕁03-3952-7752 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～土曜日） 

子どもの教育相談教育相談 子どもの教育相談 

●教育センター　大久保3-1-2　 
　電話相談　蕁03-3232-2711　 
　受付日時：午前9時～午後5時（月～金曜日） 
　来所相談　蕁03-3232-3071 
　受付日時：午前9時～午後5時30分（月～金曜日） 
　（新宿子どもほっとライン）※子どものいじめ相談専門電話 
　　蕁03-5331-0099 
　　受付日時：午後5時～10時（月～金曜日） 
　　　　　　午後0時～10時（土・日曜日、祝日・年末年始） 

ひとり親家庭親家庭の相談相談 ひとり親家庭の相談 

●子ども家庭課育成支援係　歌舞伎町1-4-1（区役所本庁舎2階） 
　　　　　　　　　　　　　蕁03-5273-4558 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 

※子ども総合センター、新宿子どもほっとライン以外の受付日時は 
　「祝日・年末年始」を除く 

認定を受けた企業の皆さん 

「出会い、懇親の場」で新たな仲間との出会いも 
（23年度の様子） 

23年度に開催した第1回ここ・からまつり 

　平成19年10月からスタートした「ワーク・ライフ・バランス推進企業認定制度」では、31社を推進企業とし
て認定しています。  
　9月5日、推進企業として認定した6社に認定証を授与しました。また、懇談会では、現在の取り組み状況な
どについて、活発に意見交換がされました。 

『結婚問題』　　 
著者　深澤真紀／春秋社 

 
 

 
　著者は「草食男子」
という言葉の名づけ親
です。 
　お金のない結婚なん
てと思いつつ、運命の
人とのゴールインも捨
てられないのが現実で
す。本著は女性が理想
と現実のはざまで揺れ
ないための、とことん
リアルな女性に向けて

の結婚に関する参考書のような存在で、地域、
伝統、歴史、文化、法律、制度などの視点か
ら、分かりやすく構成されています。 
　著者は「結婚するのも、出産するのも、趣
味だと思うくらいでいい、ただしこの趣味は
取り扱いがひどく難しい」と、身もふたもな
く話します。著者が現代社会においての結婚
問題を分析し、小気味よく語り掛ける言葉に、
既婚未婚を問わず開放的な気持ちになり心に
響きます。 
　一人ひとりがそれぞれの立場で、とらわれ
ることのない自由な発想で、結婚を考えてみ
るきっかけにさせてくれるのが『結婚問題』
です。 

『できそこないの男たち』 
著者　福岡伸一／光文社新書 

 
 

　男性からひんしゅくを
買いそうなタイトルです。
生物学的には生命の基本
仕様は女であり、男は遺
伝子の使い走りなのだそ
うです。男は女をカスタ
マイズした生き物である
という理論に驚かされま
すが、女より寿命が短く、
免疫力が弱いのも、生活
環境によるものではなく、

カスタマイズされたときに急場しのぎの無理
があり、生物学的に運命付けられているとい
うのです。 
　チャイロコメノゴミムシダマシという虫か
らY染色体を発見、男が男たらしめている
SRY遺伝子の発見の経緯、初めて顕微鏡で
精子を見た男、アリマキの世界は基本的には
メスだけで成り立っている、チンギス・ハー
ンのY染色体の話など、物語のように書かれ
ていて引き込まれていきます。染色体を書物
に例えての話は、複雑でうとうとと眠りに誘
われてしまいましたが、生物学的観点から男
女の性差を知るのもおもしろそうです。 

『ふたりの子育てルール 
「ありがとう」の一言から始まるいい関係』 

著者　治部れんげ／PHP研究所 
 

　以前にくらべ日本経
済が低迷している現在、
夫婦が共働きを選択す
るケースが増えていま
す。仕事と育児の両立、
預け先が簡単には見つ
からないなどといった
多くの課題に直面しま
す。 
　育児休業制度の見直
しで以前にくらべ男性

も育児休暇が取りやすくなり、イクメンとい
う言葉も誕生しています。でもまだまだ母親
が中心となり育てるという意識が根強く、肉
体的・心理的な負担が大きいため仕事を途中
で辞める、2人目はもう無理といったケース
があることも事実です。 
　本書ではこうした実情をふまえ、夫婦に必
要なコミュニケーション、家事や育児分担、
働き方の見直しや社会のサポートなどを見直
すヒントが書かれています。「なぜできない」
ではなく「どうしたらできるか」について夫
婦で知恵を出し合うための参考となる一冊。
夫婦で読み感想など話し合ってみてはいかが
ですか？ 

●保健予防課保健相談係　新宿5-18-21（区役所第2分庁舎分館1階） 
　　　　　　　　　　　　蕁03-5273-3862 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 



この看板が目印です！ 
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　新宿ここ・から広場は、子どもから高齢者まですべての
世代が触れ合い交流できる施設です。この広場が地域の皆
さんに愛され、親しまれ、さまざまな方々の交流の場とな
るよう、「みんな集まれ、つながる笑顔」をテーマに開催
します。バルーンアーティストＴｏｍｏによるバルーンパ
フォーマンスなど、イベント盛りだくさんの「お祭り」です。  
■日時：11月11日（日） 
　午前10時～午後3時 
■会場：新宿ここ・から広場 
（新宿7-3-29） 
■問合せ：子ども総合センター 
　管理調整係　 
　蕁03（3232）0673

本 の 紹 介 

第2回「こ回「ここ・こ・からまつり」からまつり」 第2回「ここ・からまつり」 
　20～30歳代の若者を中心に、仲間づくりや行政に関心
を持ってもらうきっかけづくりとして開催します。よしも
と芸人による「お笑いライブ」、出会いと交流の場や若者
向け応援講座など、楽しいイベントがいっぱいです。子育
て中の方も大歓迎。託児サービス（予約制）もあります。 
 
■日時：12月15日（土） 
　午後0時～4時30分 
■会場：新宿文化センター 
（新宿6-14-1） 
■問合せ：子ども家庭課企画係　 
　蕁03（5273）4260

「新宿区　若者のつどい「新宿区　若者のつどい」～深まる絆　つながる未来～ 

入場は無料です。皆さんお誘いあわせの上、ぜひご来場ください ◎ イベントのご案内 

　区では、「子ども・家庭、保健、教育、就労等」の相談窓口を活用し、30歳代までの子ども・若
者とその家族等が対象の総合相談窓口を開設しています。 

☆「子ども・若者総合相談」とは 
　子ども・若者を取り巻く社会環境は著しく変化し、抱える問題も深刻化しています。子ども・若者の悩み
の原因は、学校や職場での人間関係、健康への不安、就労や収入などさまざまですが、相談したくても自分
に合った相談窓口を探すことも難しい場合があります。 
　区では、幅広い分野にわたる子ども・若者の課題（ニート、ひきこもり、不登校、発達への不安、児童虐
待など）に対応するため、区の15か所の相談窓口で「子ども・若者総合相談」を実施しています。 
　各相談窓口で助言や情報提供をするほか、適切な相談窓口をご紹介します。お気軽にご相談ください。 

　区内の中小企業を対象に、男性の育児・介護休業等の取得を推進する企業を「男性の育児・介護サポート企
業」に認定・登録し、要件を満たす場合は奨励金を支給しています。 
　今回、1社をサポート企業として登録しました。 
 
■有限会社四葉設備サービス（空調設備保守）  

【問合せ】男女共同参画課　蕁（3341）0801　FAX （3341）0740

ワーク・ライフ・バランス推進企業認定証授与式を開催しました 子ども・若者総合相談窓口を開設しています！ 

男性の育児・介護を推進する企業を応援しています 

■株式会社東京堂　　代表取締役社長　鈴木　勝美 
【認定の分野】　子育て支援　介護支援　働きやすい職場づくり 

■早稲田医学院歯科衛生士専門学校　　理事長　寺本　雅夫 
【認定の分野】　子育て支援　働きやすい職場づくり 

■株式会社シスケア　　代表取締役 　太田　裕之 
【認定の分野】　子育て支援　介護支援　働きやすい職場づくり 

■雪印メグミルク株式会社　　代表取締役社長　中野　吉晴 
【認定の分野】　子育て支援　地域活動支援 

■クラスメソッド株式会社　　代表取締役社長　横田　聡 
【認定の分野】　子育て支援　地域活動支援　介護支援　働きやすい職場づくり 

■株式会社赤ちゃんとママ社　　代表取締役　小山　朝史 
【認定の分野】　子育て支援　働きやすい職場づくり 

◎認定企業 

「新宿区　若者のつどい」～深まる絆　つながる未来～ 

若者若者に関する総合相談総合相談 若者に関する総合相談 

●若年者就労支援室「あんだんて」　 
　新宿7-3-29（新宿ここ・から広場内）　蕁03-3200-3329 
　受付日時：午後1時～5時（月・火・木～土曜日） 

就労就労に関する相談相談 就労に関する相談 

●新宿区勤労者・仕事支援センター 
　新宿7-3-29（新宿ここ・から広場内）　蕁03-3200-3311 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日）※祝日・年末年始を除く 
●消費者支援等担当課就労支援係 
　新宿5-18-21（区役所第2分庁舎3階）　蕁03-5273-3925 
　受付日時：午前9時～午後5時（月～金曜日） 

精神保健精神保健・こころの悩みごと相談相談 精神保健・こころの悩みごと相談 

 

●牛込保健センター　弁天町50　蕁03-3260-6231 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 

●四谷保健センター 
　四谷4-17（平成26年2月に三栄町25へ移転予定） 
　 蕁03-3351-5161 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 

●西新宿保健センター　西新宿7-5-8　蕁03-3369-7118 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 

●落合保健センター　下落合4-6-7　蕁03-3952-7161 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 

家庭生活等家庭生活等の悩みごと相談相談 家庭生活等の悩みごと相談 

●男女共同参画推進センター　荒木町16 
　電話相談蕁03-3353-2000 
　受付日時：午前10時～午後3時30分（月～土曜日）　 
　来所相談蕁03-3341-0801 
　受付日時：午前10時～午後4時（月～土曜日） 

子どもと家庭家庭の総合相談総合相談 子どもと家庭の総合相談 

●子ども総合センター　新宿7-3-29（新宿ここ・から広場内） 
　　　　　　　　　　 蕁03-3232-0675　※年末年始を除く 
　受付日時：午前8時30分～午後7時（月～土曜日） 
　　　　　午前8時30分～午後5時（日曜日・祝日、電話相談のみ） 
　（子どもの心身の発達に関する相談）　蕁03-3232-0679 
　受付日時：午前9時～午後6時（月～金曜日） 
　　　　　午前9時～午後5時（土曜日） 
●信濃町子ども家庭支援センター　信濃町20　蕁03-3357-6855 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 
　　　　　午前9時30分～午後6時（土曜日） 
●榎町子ども家庭支援センター　榎町36　蕁03-3269-7345 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 
　　　　　午前9時30分～午後6時（土曜日） 
●中落合子ども家庭支援センター　中落合2-7-24　蕁03-3952-7752 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～土曜日） 

子どもの教育相談教育相談 子どもの教育相談 

●教育センター　大久保3-1-2　 
　電話相談　蕁03-3232-2711　 
　受付日時：午前9時～午後5時（月～金曜日） 
　来所相談　蕁03-3232-3071 
　受付日時：午前9時～午後5時30分（月～金曜日） 
　（新宿子どもほっとライン）※子どものいじめ相談専門電話 
　　蕁03-5331-0099 
　　受付日時：午後5時～10時（月～金曜日） 
　　　　　　午後0時～10時（土・日曜日、祝日・年末年始） 

ひとり親家庭親家庭の相談相談 ひとり親家庭の相談 

●子ども家庭課育成支援係　歌舞伎町1-4-1（区役所本庁舎2階） 
　　　　　　　　　　　　　蕁03-5273-4558 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 

※子ども総合センター、新宿子どもほっとライン以外の受付日時は 
　「祝日・年末年始」を除く 

認定を受けた企業の皆さん 

「出会い、懇親の場」で新たな仲間との出会いも 
（23年度の様子） 

23年度に開催した第1回ここ・からまつり 

　平成19年10月からスタートした「ワーク・ライフ・バランス推進企業認定制度」では、31社を推進企業とし
て認定しています。  
　9月5日、推進企業として認定した6社に認定証を授与しました。また、懇談会では、現在の取り組み状況な
どについて、活発に意見交換がされました。 

『結婚問題』　　 
著者　深澤真紀／春秋社 
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問題を分析し、小気味よく語り掛ける言葉に、
既婚未婚を問わず開放的な気持ちになり心に
響きます。 
　一人ひとりがそれぞれの立場で、とらわれ
ることのない自由な発想で、結婚を考えてみ
るきっかけにさせてくれるのが『結婚問題』
です。 

『できそこないの男たち』 
著者　福岡伸一／光文社新書 
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伝子の使い走りなのだそ
うです。男は女をカスタ
マイズした生き物である
という理論に驚かされま
すが、女より寿命が短く、
免疫力が弱いのも、生活
環境によるものではなく、

カスタマイズされたときに急場しのぎの無理
があり、生物学的に運命付けられているとい
うのです。 
　チャイロコメノゴミムシダマシという虫か
らY染色体を発見、男が男たらしめている
SRY遺伝子の発見の経緯、初めて顕微鏡で
精子を見た男、アリマキの世界は基本的には
メスだけで成り立っている、チンギス・ハー
ンのY染色体の話など、物語のように書かれ
ていて引き込まれていきます。染色体を書物
に例えての話は、複雑でうとうとと眠りに誘
われてしまいましたが、生物学的観点から男
女の性差を知るのもおもしろそうです。 

『ふたりの子育てルール 
「ありがとう」の一言から始まるいい関係』 

著者　治部れんげ／PHP研究所 
 

　以前にくらべ日本経
済が低迷している現在、
夫婦が共働きを選択す
るケースが増えていま
す。仕事と育児の両立、
預け先が簡単には見つ
からないなどといった
多くの課題に直面しま
す。 
　育児休業制度の見直
しで以前にくらべ男性

も育児休暇が取りやすくなり、イクメンとい
う言葉も誕生しています。でもまだまだ母親
が中心となり育てるという意識が根強く、肉
体的・心理的な負担が大きいため仕事を途中
で辞める、2人目はもう無理といったケース
があることも事実です。 
　本書ではこうした実情をふまえ、夫婦に必
要なコミュニケーション、家事や育児分担、
働き方の見直しや社会のサポートなどを見直
すヒントが書かれています。「なぜできない」
ではなく「どうしたらできるか」について夫
婦で知恵を出し合うための参考となる一冊。
夫婦で読み感想など話し合ってみてはいかが
ですか？ 

●保健予防課保健相談係　新宿5-18-21（区役所第2分庁舎分館1階） 
　　　　　　　　　　　　蕁03-5273-3862 
　受付日時：午前8時30分～午後5時（月～金曜日） 
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男女がお互いを尊重し、その人らしく生きる。 
仕事も暮らしも楽しむ。 
そんなあなたを応援する情報誌です。 
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新宿区子ども家庭部男女共同参画課 
新宿区立男女共同参画推進センター 
〒160-0007　東京都新宿区荒木町16番地 
TEL（3341）0801　FAX（3341）0740
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この印刷物は再生紙を使用しています。 

街はすっかり秋色に染まり、過ごしやすい季節と思う方も多
いのではないでしょうか。今号の特集は「結婚」。既婚者の方も、
未婚者の方も、自分らしく生きていくためのスタイルを貫いて
いると感じました。これからも区では、さまざまな生き方を選
択できる社会づくりを目指していきます。 

● 113号の編集を終えて ● 

編　集　後　記 

年齢の幅を感じるメンバーとの顔合わせ、世代間交流を活か
し内容豊かな情報誌を作りたいと思いました。結婚について、
身近な男女の既婚未婚を問わず、さまざまな立場の方から本音
の結婚観を伺いました。不景気、雇用問題が影響し、結婚の難
しさは若い世代の生きにくさにも、つながっていることが伝わ
ります。編集会議を重ね、広い範囲での社会問題を学ぶ充実し
た時間でした。 

（君塚　礼子） 

編集に関わる人が身近におり、場所も近いので軽い気持ちで
参加しました。結婚というテーマについて、何を書けばよいか？
試行錯誤しました。でも、少し踏ん張り、記事を書くことが出
来ました。先生、スタッフの方々のおかげかと思います。今後
もこのような機会があれば、構想から書く内容まで自力で早く
仕上げたいと思います。新宿区の方々が、少しでも記事を見て
くれるとうれしいです。 

（木村　健二） 

続けることでステップアップを目指し、昨年に続き参加しま
した。そのおかげもあり昨年と比較することができました。編
集委員になることによる出会いや経験は、貴重なものであった
と思います。参加の意義について改めて深く考えさせられました。
編集委員の能力や経験、意欲はさまざまなため、限られた時間
で形にする大変さを実感しました。自分の編集にかける時間や
今の能力を知り、課題がみえたことを大切にし、今後につなげ
ていきたいと思います。 

（木村　華苗） 

戦後、結婚は個人のささやかな幸福に関するものとして、天
下国家論の前に軽視されてきました。現在は大学に「婚学講座」
も出現し、政府も社会も個人に注目するようになってきています。
これは個人が集団の束縛から逃れて自由度が非常に高まった社
会になったからです。しかし自分の行動を決定できない「自由
難民」が増えているのも確かです。社会を深く知る良い機会に
なりました。 

（櫻井　計男） 

特集「結婚」については、ありさまも考え方も時代とともに
変わって来ていることを今更ながら知りました。アンケートを
とる中で、若い方たちの考え方に直に触れることができ、新鮮
な感じを受けました。編集委員にならなければこれほど深く考
えたりはしなかったと思います。 
今、身近にある社会問題を、メンバーで話し合ったり、文章
にすることで意識させていただいたように思います。 

（前田　さつき） 

自分自身が結婚するときよりも、結婚について調べて、考え
た数か月。法律婚というものを初めて考えました。たくさんの方々
にお話しいただいた結婚観。想像以上にさまざまな思いや考え
があることを発見。ご協力ありがとうございました。結婚する・
しないに関わらず、じっくり調べて考えると、きっと意外な発
見ができると思います。この冊子がきっかけになればうれしい
です。 

（正木　めぐみ） 

昔からずっと続いていると思っていた今の結婚の形が、長い
歴史の中では新しいものだったというのは驚きでした。委員の
間で意見交換したり、さまざまな境遇の読者を想定していろい
ろな視点から物事を考えていくと、それまで見えなかった違っ
た面が見えてきます。そんなことを経験できるのも編集委員の
醍醐味のひとつだと思います。 

（脇坂　文栄） 

【日　時】 

　平成25年2月16日（土） 

　午後1時30分～4時10分 

【会　場】 

　四谷区民ホール（内藤町87） 

【主な内容（予定）】 

　第1部…ワーク・ライフ・バランス推進優良企業表彰式 

　第2部…登山家・田部井淳子氏（女性世界初の 

　　　　　　　　　　　エベレスト登頂者）による講演 

● 平成24年度男女共同参画フォーラム ● 
「ともに進もう未来へ」 

開催のお知らせ 

● 「新宿区男女共同参画推進会議」 ● 
第5期がスタートしました 

7月27日、第5期男女共同参画推進会議の第1回会議を行い、
区長からの委嘱ののち、委員長に村田晶子氏、副委員長に脇坂明
氏を選出しました。  
委員の皆さんには、これから2年間にわたり「新宿区男女共同

参画推進条例」や「新宿区第二次男女共同参画推進計画（平成
24年度～29年度）」に基づき、区の男女共同参画施策に関する
事項を調査・審議していただくとともに、区の現状や社会の変化
により一層対応できるよう、意見交換等をしていきます。 

第5期 新宿区男女共同参画推進会議委員 

青木　喜夫 （地域団体）  二宮　裕一 （学校） 

井上　匡子 （学識経験者）  信田　理奈 （公募区民） 

植竹　信子 （地域団体）  藤木　紀一郎 （公募区民） 

北川　芳美 （公募区民）  藤沢　薫 （事業者） 

闍田　憲一 （学校） ◎ 村田　晶子 （学識経験者） 

多田　敦子 （地域団体）  山本　誠二 （地域団体） 

只野　純市 （地域団体） ○ 脇坂　明 （学識経験者） 

戸部　正隆 （事業者） 

◎委員長 
○副委員長 
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表紙写真 
ロバート・インディアナ作「LOVE」 
新宿アイランド（西新宿6-5-1）の敷地
内には、「LOVE」のほか、さまざまな
パブリックアートを展示しています。 

田部井淳子 

五十音順・敬称略 
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